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「会議録検索システム」
インターネット配信

１２月定例会の日程（予定）

場所：扶桑町役場２F議場等　時間：午前９時３０分から
（日程は変更になることがあります）

扶桑町役場ホームページで議会会議録を
インターネット配信していますので、ご利用ください。
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第262号
9月定例会

９月８日に行われた「ふそうボランティアまつり」の誠信高校合唱部さんのパフォーマンス

主な内容

お　知　ら　せ

環境保護のため再生紙を使用しています。

キラリ★　まち人紹介

〈扶桑の魅力を広げたい！〉
　もともとは江南市出身ですが、住民活動団体が主体的に
動いている扶桑町に魅力を感じ、移住しました。
 現在は職業看護師として働きながら、よさこいチーム「笑
舞」のメンバーとして、扶桑町を盛り上げられるよう活動して
います。扶桑町制７０周年記念プロモーションムービーの制
作にも携わらせていただき、扶桑町の住民の方とも仲良くさ
せていただいています。
 今回、１０月２０日に開催された「扶桑にぎわい祭り笑みっ
しょん」の運営として関わりました。
　老若男女問わず楽しんでいただけるようなイベントになり
ました。

●9月定例会分は、11月29日に更新を予定しています。

11月29日（金）

12月  5日（木）

12月  6日（金）

12月  9日（月）

12月10日（火）

12月11日（水）

12月18日（水）

開会・提案説明

一般質問

一般質問

議案質疑

福祉教育常任委員会

総務経済常任委員会

委員長報告・討論・採決・閉会

扶桑 笑舞 
高木在住
暮沼 魁さん(31)

環境美化ボランティア
柏森南在住
江口　敏夫さん(81) 

〈きれいな街をめざして〉
　早起きは三文の徳といいますが、日課の中で１～２時間、
きれいな街づくりをめざして除草を続けています。猛暑の日
でも夜明けは気持ちよく、雑草が目立つ道路、公園、駅前
ロータリー等で作業しています。平成１９年に町から感謝状
を頂いたこと、ある講演でボランティアを学んだことが継続
の支えになっています。
 ８１歳になりましたが、自己満足、心身の鍛錬、人助け、新
しい出会いを求めて、今後も健康である限り「頑張ってみよ
う」と思っています。
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る

※災害発生時、家族以外で頼れる人
　がいると答えた人　約 40％
・知人・友人　　　　　　
・近所の人　　
・職場の同僚
・自治会や防災組織のメンバー
　出典（防災に関する世論調査、内閣府データより）

大規模災害時、行政も被災します。
家族はもちろん、ご近所さんが頼りに
なります。
地域が皆で助け合う「共助」とともに、
顔の見える近くの人が助け合う「近助」
の支えが不可欠。
「近所」＝「近助」
普段からのご近所づきあいが大事！

大規模災害時、水の確保
は重要です。
各家庭での備蓄はもちろ
ん、給水ステーションや
災害井戸がどこにあるの
かを知っておくことも必
要ですね。

地域の絆がとても大切ですから普段か
ら情報共有をしていくことが必要で
す。今後も南定松の安心・安全を守る
ために活動していきたいと思います。
（早岐優一　南定松自治会長）

今年の正月能登半島地震が起き、愛知県
も南海トラフ地震が予想されていること
から、今一度、区民の皆さんに地震に対
する備えを徹底するため、防災講習会を
開催しました。　（箱山芳一　小淵区長）
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【災害時給水ステーション】

【耐震性貯水槽】3か所設置。

４か所設置。
（Ｒ２０年度までに１０か所設置を予定
丹羽広域事務組合水道部）
・扶桑北部配水場
　（山名西学習等供用施設西側）
・丹羽高等学校　　　
・扶桑北中学校
・扶桑町中央公民館

【災害用井戸】４か所設置。
・南山名災害井戸　　　
・東川災害井戸
・北定松災害井戸　　　
・境山災害井戸

・扶桑町役場
・山名小学校
・柏森小学校

自主防災組織のための防災訓練マニュアル

右のＱＲコードを読み取りご利用ください。

ふそう災害ボランティアセンターの会による防災講話
（小淵地区・北定松地区）

地域は自分たちで守る
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令
和
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年
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月
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日
か
ら
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月
27
日
ま
で
９
月
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
を
始
め
と
し
て

各
特
別
会
計
の
決
算
認
定
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
計

と
も
原
案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

主な事業

一般会計決算状況

借りたお金の返済に
かかる費用です

道路などの整備維持
にかかる費用です

予防接種、検診、
ごみ処理などに
かかる費用です

高齢者・障がい者福祉や
保育園、児童手当などに
かかる費用です

広報、チョイソコ、交通安全、
防犯などにかかる費用です

小中学校や生涯学習施設、
スポーツ施設、文化会館の
維持管理や給食などにかか
る費用です

民生費
49億9113万円

42.4%

民生費
49億9113万円

42.4%

総務費
15億9438万円

13.5%

総務費
15億9438万円

13.5%

教育費
13億6708万円

11.6%

教育費
13億6708万円

11.6%

衛生費
12億1738万円

10.3%

衛生費
12億1738万円

10.3%

土木費
10億4230万円

8.9%

土木費
10億4230万円

8.9%

公債費
7億1192万円

6.0%

公債費
7億1192万円

6.0%

消防費
5億4287万円

4.6%

消防費
5億4287万円

4.6%

商工費
8446万円

0.7%

商工費
8446万円

0.7%

議会費
1億2560万円　

1.1%

議会費
1億2560万円　

1.1%
農林水産業費
9640万円  

 0.8%

農林水産業費
9640万円  

 0.8%
労働費

614万円
   0.1%

労働費
614万円
   0.1%

　
前
年
度
と
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較
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、
歳
入
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７
３
３
１
万
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、
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４
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２

７
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し
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。
新
型
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策
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ン
タ
ー
建
設
事
業
費
等
の
歳
出
減
と
そ

れ
に
伴
う
国
等
か
ら
の
歳
入
減
に
よ
り
、
総
額
決
算
額
を
引
き
下

げ
て
い
る
。

決
算
の
概
要

新 型 コ ロ ナ 　対 策 費　大 幅 減 !令和５年度

町税
55億4839万円

45.8%

町税
55億4839万円

45.8%

繰入金
3億7257万円

3.1%

繰入金
3億7257万円

3.1%

国・県支出金
23億3507万円

19.3%

国・県支出金
23億3507万円

19.3%

地方交付税
16億475万円 

13.2%

地方交付税
16億475万円 

13.2%

各種交付金
10億2415万円

8.5%

各種交付金
10億2415万円

8.5%

地方譲与税
8954万円

 0.7%

地方譲与税
8954万円

 0.7%

町債
1億6240万円  

1.3%

町債
1億6240万円  

1.3%

諸収入等
4億5102万円

  3.7%   

諸収入等
4億5102万円

  3.7%   繰越金 
3億9086万円

 3.2%

繰越金 
3億9086万円

 3.2%

分担金及び負担金
7672万円   

0.6%

分担金及び負担金
7672万円   

0.6%

使用料及び手数料
6887万円   

0.6%

使用料及び手数料
6887万円   

0.6%

令和５年度下水道事業会計

令和５年度会計別歳入・歳出
会 計 区 分 歳入金額 歳出金額 差引金額

一 般 会 計 121億2434万円

351万円

28億209万円

28億3071万円

5億9823万円

183億5888万円

117億7966万円

1万円

27億8036万円

27億8174万円

5億9767万円

179億3944万円

3億4468万円

350万円

2173万円

4897万円

56万円

4億1944万円

土 地 取 得

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

合　計

特
別
会
計

8540万円5億4228万円 6億2768万円

公共下水道事業 収入金額 支出金額 不足金額
収益的収支 4億5802万円 4億2288万円 －
資本的収支

自主財源
町で集めたお金
69億843万円

依存財源
国や県などに頼ったお金

52億1591万円

Wi-Fi利用環境整備
ボランティア団体などから、インターネットが使える
ようになり便利になった、活動の幅が広がったと好
評です。また、災害時において、
通信手段の確保に役立つと思い
ます。
佐藤純さん（社会福祉協議会）

山名小学校大規模改修　体育館・校舎
「滑らなくて動きやすい」「明るくて気持ちがよい」「放
送が聞きやすい」と、とても好評です。よい環境で
子どもたちが学べることは、
とても嬉しいことです。

櫻井まゆみ校長

帯状疱疹ワクチン接種助成
案内を病院で見つけ、さっそく申し込んで接種するこ
とができ、安心しております。費用接種手続きも簡
単で、友人にもぜひこの助成の
ことを伝えたいと思います。

長屋みゆきさん（高雄在住）

保育園・小中学校給食費減免
令和５年度、令和６年度に減免となり、この物価高の中
財布の負担が少し軽くなります。しかし生活全体として
は、厳しい状況は変わりませ
ん。私としては、要望として
給食費無償化を続けていただ
ければと思っています。

（斎藤地区主婦）
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衛生費
12億1738万円

10.3%

衛生費
12億1738万円

10.3%

土木費
10億4230万円

8.9%

土木費
10億4230万円

8.9%

公債費
7億1192万円

6.0%

公債費
7億1192万円

6.0%

消防費
5億4287万円

4.6%

消防費
5億4287万円

4.6%

商工費
8446万円

0.7%

商工費
8446万円

0.7%

議会費
1億2560万円　

1.1%

議会費
1億2560万円　

1.1%
農林水産業費
9640万円  

 0.8%

農林水産業費
9640万円  

 0.8%
労働費

614万円
   0.1%

労働費
614万円
   0.1%

　
前
年
度
と
比
較
し
、
歳
入
４
億
７
３
３
１
万
円
、
歳
出
４
億
２

７
１
３
万
円
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
費
、
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
等
の
歳
出
減
と
そ

れ
に
伴
う
国
等
か
ら
の
歳
入
減
に
よ
り
、
総
額
決
算
額
を
引
き
下

げ
て
い
る
。

決
算
の
概
要

新 型 コ ロ ナ 　対 策 費　大 幅 減 !令和５年度

町税
55億4839万円

45.8%

町税
55億4839万円

45.8%

繰入金
3億7257万円

3.1%

繰入金
3億7257万円

3.1%

国・県支出金
23億3507万円

19.3%

国・県支出金
23億3507万円

19.3%

地方交付税
16億475万円 

13.2%

地方交付税
16億475万円 

13.2%

各種交付金
10億2415万円

8.5%

各種交付金
10億2415万円

8.5%

地方譲与税
8954万円

 0.7%

地方譲与税
8954万円

 0.7%

町債
1億6240万円  

1.3%

町債
1億6240万円  

1.3%

諸収入等
4億5102万円

  3.7%   

諸収入等
4億5102万円

  3.7%   繰越金 
3億9086万円

 3.2%

繰越金 
3億9086万円

 3.2%

分担金及び負担金
7672万円   

0.6%

分担金及び負担金
7672万円   

0.6%

使用料及び手数料
6887万円   

0.6%

使用料及び手数料
6887万円   

0.6%

令和５年度下水道事業会計

令和５年度会計別歳入・歳出
会 計 区 分 歳入金額 歳出金額 差引金額

一 般 会 計 121億2434万円

351万円

28億209万円

28億3071万円

5億9823万円

183億5888万円

117億7966万円

1万円

27億8036万円

27億8174万円

5億9767万円

179億3944万円

3億4468万円

350万円

2173万円

4897万円

56万円

4億1944万円

土 地 取 得

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

合　計

特
別
会
計

8540万円5億4228万円 6億2768万円

公共下水道事業 収入金額 支出金額 不足金額
収益的収支 4億5802万円 4億2288万円 －
資本的収支

自主財源
町で集めたお金
69億843万円

依存財源
国や県などに頼ったお金

52億1591万円

Wi-Fi利用環境整備
ボランティア団体などから、インターネットが使える
ようになり便利になった、活動の幅が広がったと好
評です。また、災害時において、
通信手段の確保に役立つと思い
ます。
佐藤純さん（社会福祉協議会）

山名小学校大規模改修　体育館・校舎
「滑らなくて動きやすい」「明るくて気持ちがよい」「放
送が聞きやすい」と、とても好評です。よい環境で
子どもたちが学べることは、
とても嬉しいことです。

櫻井まゆみ校長

帯状疱疹ワクチン接種助成
案内を病院で見つけ、さっそく申し込んで接種するこ
とができ、安心しております。費用接種手続きも簡
単で、友人にもぜひこの助成の
ことを伝えたいと思います。

長屋みゆきさん（高雄在住）

保育園・小中学校給食費減免
令和５年度、令和６年度に減免となり、この物価高の中
財布の負担が少し軽くなります。しかし生活全体として
は、厳しい状況は変わりませ
ん。私としては、要望として
給食費無償化を続けていただ
ければと思っています。

（斎藤地区主婦）
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令
和
５
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定（
総
務
経
済
常
任

委
員
会
所
管
分
）

公
共
交
通
関
連
事
業
費

問
　
チ
ョ
イ
ソ
コ
ふ
そ
う
会
員
登

録
者
数
が
３
１
８
１
人
と
あ
る
が

目
標
数
値
は
あ
る
か
。

答
　
地
域
公
共
交
通
会
議
の
中
で
、

目
標
数
値
を
設
定
し
て
い
る
の
は

利
用
者
数
。
実
証
運
行
の
第
１
期

で
、
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
５
年
９
月
30
日
ま
で
の
第
１
期

分
は
、
利
用
目
標
は
１
日
36
件
を

設
定
し
て
お
り
、
稼
働
日
数
が
２

４
４
日
、
全
体
で
８
７
８
４
件
が

目
標
値
だ
っ
た
が
、
実
績
は
１
２

３
６
９
件
。

放
置
自
転
車
撤
去
委
託
料

問
　
放
置
自
転
車
撤
去
委
託
の
内

容
は
。

答
　
撤
去
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
単
価
契
約
し
て
い
る
。
撤

去
回
数
は
27
回
で
合
計
34
台
撤
去
、

７
台
を
所
有
者
に
返
却
。

消
防
団
活
動
費

問
　
女
性
消
防
団
員
５
名
は
ど
の

よ
う
な
活
動
を
行
い
、
効
果
は
ど

う
か
。

答
　
女
性
消
防
団
員
は
９
月
30
日

に
任
命
式
を
行
い
、
そ
の
後
秋
季

訓
練
、
県
の
実
施
す
る
研
修
な
ど

に
参
加
す
る
こ
と
や
防
火
パ
レ
ー

ド
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
や
バ
ロ
ー
大

口
店
で
防
火
・
防
災
の
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会（
総
務
経
済

常
任
委
員
会
所
管
分
）へ
の
付
託
案

件
と
し
て
、
令
和
５
年
度
扶
桑
町

土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
を
含
む
、
議
案
３
件
を
審

査
し
ま
し
た
。

こんなことを聞きました

予
算
決
算
特
別
委
員
会

令
和
５
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定（
福
祉
教
育
常
任

委
員
会
所
管
分
）

保
育
所
管
理
運
営
費

問
　
土
曜
日
・
祝
日
保
育
の
利
用

者
と
保
育
士
の
確
保
は
。

答
　
土
曜
日
保
育
は
、
高
雄
西
保

育
園
と
柏
森
保
育
園
に
集
約
し
て

行
っ
て
お
り
、
合
計
１
８
０
１
人
。

祝
日
保
育
は
高
雄
南
保
育
園
に
て

行
い
、
利
用
人
数
は
55
人
。
い
ず

れ
も
正
職
員
と
土
曜
日
・
祝
日
保

育
専
任
の
会
計
年
度
任
用
職
員
が

担
当
し
て
お
り
、
保
育
士
配
置
基

準
を
満
た
し
て
い
る
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
扶
助
費

問
　
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
に

つ
い
て
年
間
利
用
回
数
が
減
少
し

て
い
る
理
由
は
。

答
　
令
和
５
年
度
か
ら
は
前
年
度

に
交
付
申
請
を
済
ま
さ
れ
た
方
に

タ
ク
シ
ー
助
成
券
を
自
動
送
付
し

て
い
る
の
で
、
交
付
者
数
は
増
加

し
て
い
る
が
、
利
用
回
数
の
減
少

は
チ
ョ
イ
ソ
コ
ふ
そ
う
の
運
行
が

始
ま
っ
た
事
に
よ
り
、
タ
ク
シ
ー

利
用
者
が
減
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
分
析
し
て
い
る
。

要
準
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
事
業

費問
　
金
額
が
減
っ
た
理
由
は
。

答
　
す
べ
て
の
申
請
者
に
対
し
て

要
件
に
合
う
方
全
員
に
支
給
し
て

い
る
。
給
食
費
を
７
ヶ
月
分
無
償

化
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会（
福
祉
教
育

常
任
委
員
会
所
管
分
）へ
の
付
託
案

件
と
し
て
、
令
和
５
年
度
扶
桑
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
を

含
む
、
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

令
和
６
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）（
所
管
部
分
）

問
　
文
化
財
保
護
事
業
の
内
容
は
。

答
　
町
指
定
文
化
財
の
十
二
神
将

像
を
保
管
し
て
い
る
正
覚
寺
の
建

て
替
え
に
伴
い
、
十
二
神
将
像
を

安
置
す
る
お
堂
部
分
の
工
事
な
ど

に
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
。

予算決算特別委員会

予
算
決
算
特
別
委
員
会

問
　
ポ
ス
タ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
の
買

い
替
え
は
ど
こ
の
小
学
校
で
ど
の

様
に
使
わ
れ
て
い
る
か
。

答
　
扶
桑
東
小
学
校
の
故
障
に
よ

る
買
い
替
え
で
あ
る
。
記
録
紙
サ

イ
ズ
と
し
て
は
幅
が
９
１
５
ミ
リ

に
な
っ
て
お
り
ポ
ス
タ
ー
の
サ
イ

ズ
で
長
い
ロ
ー
ル
紙
を
使
う
も
の

に
な
る
。
入
学
式
・
卒
業
式
な
ど

の
式
次
第
、
運
動
会
や
授
業
参
観

な
ど
の
来
校
者
向
け
の
案
内
図
、

ま
た
日
常
の
授
業
で
の
活
用
や
廊

下
の
掲
示
物
な
ど
、
大
き
い
文
字

を
印
刷
す
る
プ
リ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
陳
情
１
件
、
議
案

４
件
、
請
願
１
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

令
和
６
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）（
所
管
部
分
）

問
　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

金
の
対
象
者
は
申
請
者
全
員
が
補

助
対
象
と
な
る
か
。

答
　
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補

助
金
を
交
付
す
る
が
、
国
と
愛
知

県
に
補
助
金
の
調
整
、
申
請
者
と

改
修
工
事
施
工
年
度
の
相
談
な
ど

を
行
い
、
補
助
金
が
申
請
者
全
員

に
交
付
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
議
案
４
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

住
民
の
生
活
と
暮
ら
し
を
守
る
務

め
を
果
た
せ
て
い
な
い
！

荒
木
孝
三
　
議
員 

　
高
齢
者
の
日
常
生
活
支
援
や
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
策
、
光
熱
水

費
の
高
騰
に
伴
う
生
活
支
援
な
ど

に
つ
い
て
は
、
十
分
な
施
策
が
行

わ
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
住
民
合

意
、
主
権
者
合
意
が
危
ぶ
ま
れ
る

事
業
は
一
旦
思
い
と
ど
ま
り
、
こ

の
物
価
高
騰
の
中
、
生
活
に
苦
し

む
住
民
に
寄
り
添
う
町
政
に
全
力

を
挙
げ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
自
公
政
権
の
自
助
を
強
要
す
る

国
策
の
中
で
、
地
方
自
治
体
に
も

そ
の
影
響
が
地
方
に
ま
で
お
よ
び
、

住
民
の
負
担
増
大
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
認
定
案
は
、
住
民

の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
町
政
の
務

め
を
十
分
に
果
た
せ
て
い
る
と
は

言
え
ず
、評
価
で
き
な
い
。よ
っ
て
、

本
認
定
案
に
は
反
対
と
す
る
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

反
　対
　討
　論

住
民
福
祉
の
向
上
に
応
え
た
決
算

澤
田
憲
宏
　
議
員

　
令
和
５
年
度
は
子
育
て
世
帯
の

支
援
や
物
価
高
騰
対
策
な
ど
に
応

え
た
決
算
に
な
っ
て
い
る
。
令
和

５
年
４
月
に
児
童
セ
ン
タ
ー「
ひ
ま

わ
り
」が
開
館
し
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
遊
べ
る
居
場
所
と
な
り
、

約
３
万
２
千
人
の
利
用
実
績
で

あ
っ
た
。
令
和
５
年
４
月
か
ら
７

月
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
３
月
ま

で
の
給
食
費
、
保
育
所
主
食
費
等

徴
収
金
の
全
額
免
除
を
行
っ
た
。

消
防
団
に
新
た
に
女
性
団
員
５
名

を
任
命
し
、
予
防
啓
発
活
動
を
実

施
し
た
。
丹
羽
用
排
水
路
改
修
事

業
に
お
け
る
調
節
池
の
設
計
業
務
、

用
地
買
収
を
進
め
た
。
国
道
41
号

線
沿
線
の
開
発
に
お
い
て
都
市
計

画
法
第
34
条
12
号
を
愛
知
県
に
申

請
、
許
可
さ
れ
た
。

　
学
習
等
供
用
施
設
４
施
設
に
W

ｉ
―
F
ｉ
利
用
環
境
を
整
備
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
で
コ
ン
ビ

ニ
等
で
の
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証

明
書
の
発
行
な
ど
を
行
っ
た
。
よ
っ

て
本
決
算
は
適
正
な
執
行
で
あ
る

こ
と
を
認
め
、
賛
成
と
す
る
。

賛
　成
　討
　論

（正覚寺の十二神将像）

（イオンモールにて啓発活動）
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令
和
５
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定（
総
務
経
済
常
任

委
員
会
所
管
分
）

公
共
交
通
関
連
事
業
費

問
　
チ
ョ
イ
ソ
コ
ふ
そ
う
会
員
登

録
者
数
が
３
１
８
１
人
と
あ
る
が

目
標
数
値
は
あ
る
か
。

答
　
地
域
公
共
交
通
会
議
の
中
で
、

目
標
数
値
を
設
定
し
て
い
る
の
は

利
用
者
数
。
実
証
運
行
の
第
１
期

で
、
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
５
年
９
月
30
日
ま
で
の
第
１
期

分
は
、
利
用
目
標
は
１
日
36
件
を

設
定
し
て
お
り
、
稼
働
日
数
が
２

４
４
日
、
全
体
で
８
７
８
４
件
が

目
標
値
だ
っ
た
が
、
実
績
は
１
２

３
６
９
件
。

放
置
自
転
車
撤
去
委
託
料

問
　
放
置
自
転
車
撤
去
委
託
の
内

容
は
。

答
　
撤
去
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
単
価
契
約
し
て
い
る
。
撤

去
回
数
は
27
回
で
合
計
34
台
撤
去
、

７
台
を
所
有
者
に
返
却
。

消
防
団
活
動
費

問
　
女
性
消
防
団
員
５
名
は
ど
の

よ
う
な
活
動
を
行
い
、
効
果
は
ど

う
か
。

答
　
女
性
消
防
団
員
は
９
月
30
日

に
任
命
式
を
行
い
、
そ
の
後
秋
季

訓
練
、
県
の
実
施
す
る
研
修
な
ど

に
参
加
す
る
こ
と
や
防
火
パ
レ
ー

ド
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
や
バ
ロ
ー
大

口
店
で
防
火
・
防
災
の
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会（
総
務
経
済

常
任
委
員
会
所
管
分
）へ
の
付
託
案

件
と
し
て
、
令
和
５
年
度
扶
桑
町

土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
を
含
む
、
議
案
３
件
を
審

査
し
ま
し
た
。

こんなことを聞きました

予
算
決
算
特
別
委
員
会

令
和
５
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定（
福
祉
教
育
常
任

委
員
会
所
管
分
）

保
育
所
管
理
運
営
費

問
　
土
曜
日
・
祝
日
保
育
の
利
用

者
と
保
育
士
の
確
保
は
。

答
　
土
曜
日
保
育
は
、
高
雄
西
保

育
園
と
柏
森
保
育
園
に
集
約
し
て

行
っ
て
お
り
、
合
計
１
８
０
１
人
。

祝
日
保
育
は
高
雄
南
保
育
園
に
て

行
い
、
利
用
人
数
は
55
人
。
い
ず

れ
も
正
職
員
と
土
曜
日
・
祝
日
保

育
専
任
の
会
計
年
度
任
用
職
員
が

担
当
し
て
お
り
、
保
育
士
配
置
基

準
を
満
た
し
て
い
る
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
扶
助
費

問
　
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
に

つ
い
て
年
間
利
用
回
数
が
減
少
し

て
い
る
理
由
は
。

答
　
令
和
５
年
度
か
ら
は
前
年
度

に
交
付
申
請
を
済
ま
さ
れ
た
方
に

タ
ク
シ
ー
助
成
券
を
自
動
送
付
し

て
い
る
の
で
、
交
付
者
数
は
増
加

し
て
い
る
が
、
利
用
回
数
の
減
少

は
チ
ョ
イ
ソ
コ
ふ
そ
う
の
運
行
が

始
ま
っ
た
事
に
よ
り
、
タ
ク
シ
ー

利
用
者
が
減
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
分
析
し
て
い
る
。

要
準
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
事
業

費問
　
金
額
が
減
っ
た
理
由
は
。

答
　
す
べ
て
の
申
請
者
に
対
し
て

要
件
に
合
う
方
全
員
に
支
給
し
て

い
る
。
給
食
費
を
７
ヶ
月
分
無
償

化
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会（
福
祉
教
育

常
任
委
員
会
所
管
分
）へ
の
付
託
案

件
と
し
て
、
令
和
５
年
度
扶
桑
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
を

含
む
、
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

令
和
６
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）（
所
管
部
分
）

問
　
文
化
財
保
護
事
業
の
内
容
は
。

答
　
町
指
定
文
化
財
の
十
二
神
将

像
を
保
管
し
て
い
る
正
覚
寺
の
建

て
替
え
に
伴
い
、
十
二
神
将
像
を

安
置
す
る
お
堂
部
分
の
工
事
な
ど

に
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
。

予算決算特別委員会

予
算
決
算
特
別
委
員
会

問
　
ポ
ス
タ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
の
買

い
替
え
は
ど
こ
の
小
学
校
で
ど
の

様
に
使
わ
れ
て
い
る
か
。

答
　
扶
桑
東
小
学
校
の
故
障
に
よ

る
買
い
替
え
で
あ
る
。
記
録
紙
サ

イ
ズ
と
し
て
は
幅
が
９
１
５
ミ
リ

に
な
っ
て
お
り
ポ
ス
タ
ー
の
サ
イ

ズ
で
長
い
ロ
ー
ル
紙
を
使
う
も
の

に
な
る
。
入
学
式
・
卒
業
式
な
ど

の
式
次
第
、
運
動
会
や
授
業
参
観

な
ど
の
来
校
者
向
け
の
案
内
図
、

ま
た
日
常
の
授
業
で
の
活
用
や
廊

下
の
掲
示
物
な
ど
、
大
き
い
文
字

を
印
刷
す
る
プ
リ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
陳
情
１
件
、
議
案

４
件
、
請
願
１
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

令
和
６
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）（
所
管
部
分
）

問
　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

金
の
対
象
者
は
申
請
者
全
員
が
補

助
対
象
と
な
る
か
。

答
　
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補

助
金
を
交
付
す
る
が
、
国
と
愛
知

県
に
補
助
金
の
調
整
、
申
請
者
と

改
修
工
事
施
工
年
度
の
相
談
な
ど

を
行
い
、
補
助
金
が
申
請
者
全
員

に
交
付
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
議
案
４
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

住
民
の
生
活
と
暮
ら
し
を
守
る
務

め
を
果
た
せ
て
い
な
い
！

荒
木
孝
三
　
議
員 

　
高
齢
者
の
日
常
生
活
支
援
や
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
策
、
光
熱
水

費
の
高
騰
に
伴
う
生
活
支
援
な
ど

に
つ
い
て
は
、
十
分
な
施
策
が
行

わ
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
住
民
合

意
、
主
権
者
合
意
が
危
ぶ
ま
れ
る

事
業
は
一
旦
思
い
と
ど
ま
り
、
こ

の
物
価
高
騰
の
中
、
生
活
に
苦
し

む
住
民
に
寄
り
添
う
町
政
に
全
力

を
挙
げ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
自
公
政
権
の
自
助
を
強
要
す
る

国
策
の
中
で
、
地
方
自
治
体
に
も

そ
の
影
響
が
地
方
に
ま
で
お
よ
び
、

住
民
の
負
担
増
大
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
認
定
案
は
、
住
民

の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
町
政
の
務

め
を
十
分
に
果
た
せ
て
い
る
と
は

言
え
ず
、評
価
で
き
な
い
。よ
っ
て
、

本
認
定
案
に
は
反
対
と
す
る
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

反
　対
　討
　論

住
民
福
祉
の
向
上
に
応
え
た
決
算

澤
田
憲
宏
　
議
員

　
令
和
５
年
度
は
子
育
て
世
帯
の

支
援
や
物
価
高
騰
対
策
な
ど
に
応

え
た
決
算
に
な
っ
て
い
る
。
令
和

５
年
４
月
に
児
童
セ
ン
タ
ー「
ひ
ま

わ
り
」が
開
館
し
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
遊
べ
る
居
場
所
と
な
り
、

約
３
万
２
千
人
の
利
用
実
績
で

あ
っ
た
。
令
和
５
年
４
月
か
ら
７

月
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
３
月
ま

で
の
給
食
費
、
保
育
所
主
食
費
等

徴
収
金
の
全
額
免
除
を
行
っ
た
。

消
防
団
に
新
た
に
女
性
団
員
５
名

を
任
命
し
、
予
防
啓
発
活
動
を
実

施
し
た
。
丹
羽
用
排
水
路
改
修
事

業
に
お
け
る
調
節
池
の
設
計
業
務
、

用
地
買
収
を
進
め
た
。
国
道
41
号

線
沿
線
の
開
発
に
お
い
て
都
市
計

画
法
第
34
条
12
号
を
愛
知
県
に
申

請
、
許
可
さ
れ
た
。

　
学
習
等
供
用
施
設
４
施
設
に
W

ｉ
―
F
ｉ
利
用
環
境
を
整
備
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
で
コ
ン
ビ

ニ
等
で
の
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証

明
書
の
発
行
な
ど
を
行
っ
た
。
よ
っ

て
本
決
算
は
適
正
な
執
行
で
あ
る

こ
と
を
認
め
、
賛
成
と
す
る
。

賛
　成
　討
　論

（正覚寺の十二神将像）

（イオンモールにて啓発活動）
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補 
正 

予 

算 

等 

の 

概 

要

議
　
決
　
結
　
果

近
藤
　
裕

市
橋
英
男

伊
藤
　
猛

　
松
伸
行

大
河
原
光
雄

澤
田
憲
宏

高
橋
怜
央

和
田
佳
活

片
野
泰
雅

千
田
勝
文

荒
木
孝
三

佐
藤
智
恵
子

山
田
惇
起

杉
浦
敏
男

丹
羽
友
樹

間
宮
幹
男

日
本
共
産
党

公
明
党

新政クラブ
無
所
属

桑政クラブ

会派・議員
議案等

◆議案
可
決第46号 扶桑町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー

ー

◆陳情

可
決第47号 令和６年度扶桑町一般会計補正予算（第４号）
可
決第48号 令和６年度扶桑町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ー

ー可
決第49号 令和６年度扶桑町介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和6年第6回（９月）扶桑町議会定例会　議員別審議結果一覧表令和6年第6回（９月）扶桑町議会定例会　議員別審議結果一覧表

賛否状況　○：賛成　　●：反対　 －：議長は採決に加わらない。  ※：討論者　

※令和５年９月議会から議決結果一覧をホームページでご確認いただけます。是非ご覧ください。※

可決した意見書
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書　　　
　　　　　　　      　★　意見書の全文は、扶桑町ホームページ（扶桑町議会）に掲載しています。　★

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
７

２
４
７
万
９
千
円
を
追
加
し
、

総
額
１
２
８
億
４
０
０
１
万
３

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 

歳
入（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

町
民
税
　  

１
億
１
６
８
７
万
円

　
法
人
町
民
税
の
増
額
で
す
。

地
方
特
例
交
付
金

２
０
２
８
万
円

　
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
減
収
補
て
ん
特
例
交
付
金
の

地
方
交
付
税
本
算
定
に
伴
う
額

の
確
定
に
よ
る
も
の
、
ま
た
定

額
減
税
減
収
補
て
ん
特
例
交
付

金
は
住
民
税
の
年
度
当
初
賦
課

の
確
定
に
よ
り
影
響
額
が
算
出

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
給
食
費

徴
収
金        

▲
６
０
１
６
万
円

保
育
所
主
食
費
等
徴
収
金

▲
１
１
４
８
万
円

　
令
和
６
年
11
月
か
ら
令
和
７

年
３
月
ま
で
、
保
育
園
・
小
中
学

校
の
給
食
費
を
無
償
化
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
４
号
）

 

歳
出（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理

費（
臨
時
）

　
　
　
　
２
億
５
１
９
７
万
円

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
空
調

設
備（
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
系
統
及
び

ビ
ル
マ
ル
チ
系
統
）の
不
調
に
よ

り
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
夏
前
に
空
調
部
分

の
工
事
完
了
と
な
る
よ
う
工
事

関
連
経
費
を
計
上
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
併
せ
て
空
調
設
備
の

熱
源
を
都
市
ガ
ス
に
切
り
替
え

る
こ
と
に
よ
り
、
地
下
に
あ
る

灯
油
用
タ
ン
ク
を
再
利
用
し
て

新
た
に
災
害
時
に
必
要
な
非
常

用
発
電
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理
費（
臨

時
）　
　
　   

　
　
　
　 

８２
万
円

　
ガ
ス
漏
れ
が
検
知
さ
れ
た
た

め
、
ガ
ス
配
管
を
取
り
替
え
ま

す
。

（ウォーターバッグ）

◆同意
同
意第5号 扶桑町教育委員会委員の任命について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可
決第50号 令和６年度扶桑町下水道事業会計補正予算（第２号）

議会閉会中常任委員会調査申出事項

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー

ー

◆認定
認
定第１号 令和５年度扶桑町一般会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

可
決第51号 町道路線の認定について

大学柏森字甲寺裏地内

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー可
決第52号 物品購入契約の締結について

グループウェア機器（令和６年度更新）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー可
決第53号 物品購入契約の締結について

避難所防災物品（その１）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー可
決第54号 財産の取得の追認について

教科書・指導書（令和２年４月１日契約）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー可
決第55号 財産の取得の追認について

指導用教科書・指導書（令和６年４月１日契約）

※ ※

ー認
定第２号 令和５年度扶桑町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ー認
定第3号 令和５年度扶桑町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇※※

ー認
定第4号 令和５年度扶桑町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇※

※

※

※

総
合
体
育
館
施
設
管
理
費（
臨

時
）　
　
　
　
　
　
２
４
０
万
円

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
故
障

に
伴
い
、
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

防
災
対
策
費（
臨
時
）

　
　
　
　
　
　
　
７
５
７
万
円

　
１
０
０
０
ℓ
の
組
み
立
て
式

給
水
タ
ン
ク
を
各
小
学
校
に
２

基
ず
つ
、
ま
た
５
ℓ
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
バ
ッ
グ
を
１
６
０
０
袋
購

入
す
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
９
８

万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
29

億
１
５
９
５
万
３
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
内
容
と
し
て
、
現

年
課
税
分
・
保
険
基
盤
安
定
繰

入
金
の
精
査
と
前
年
度
繰
越
金

確
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
８
６

２
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額

28
億
２
６
６
９
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
負
担
金
・
交

付
金
を
精
算
し
て
、
国
、
県
に

返
還
し
、
ま
た
基
金
積
立
を
す

る
も
の
で
す
。

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
令
和
５
年
度
決
算
に
伴
い
、

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出

額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
１
億

７
６
２
６
万
４
千
円
を
補
て
ん

す
る
財
源
を
更
正
す
る
も
の
で

す
。

物
品
購
入
契
約
の
締
結７３

５
万
円

　
避
難
所
防
災
物
品
、
簡
易
ト

イ
レ
袋（
５
枚
入
）８
８
０
０
個

購
入
す
る
も
の
で
す
。

財
産
の
取
得
の
追
認

　
　
　
　
　
　
　
８
２
５
万
円

契
約
日
　
令
和
２
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　
１
０
８
１
万
円

契
約
日
　
令
和
６
年
４
月
１
日

　
４
小
学
校
の
教
科
書
、
指
導

書
を
取
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

扶
桑
町
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に

よ
り
提
案
さ
れ
承
認
し
ま
し
た
。 （簡易トイレ袋）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

ー
ー

◆請願

認
定・可
決

第6号 令和５年度扶桑町下水道事業会計利益の処分及び決算認定に
ついて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ー認
定第5号 令和５年度扶桑町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー採
択第１号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の

堅持及び拡充を求める請願書

ー

不
採
択

陳情 令和４年度新型コロナウイルス感染症のセーフティネット強化
交付金に関する陳情書 ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ● ● ● ● 〇 ● 〇

ふそう議会だより　262号／令和6年11月1日 8ふそう議会だより　262号／令和6年11月1日9



補 

正 

予 

算 

等 

の 

概 

要

議
　
決
　
結
　
果

近
藤
　
裕

市
橋
英
男

伊
藤
　
猛

　
松
伸
行

大
河
原
光
雄

澤
田
憲
宏

高
橋
怜
央

和
田
佳
活

片
野
泰
雅

千
田
勝
文

荒
木
孝
三

佐
藤
智
恵
子

山
田
惇
起

杉
浦
敏
男

丹
羽
友
樹

間
宮
幹
男

日
本
共
産
党

公
明
党

新政クラブ
無
所
属

桑政クラブ

会派・議員
議案等

◆議案
可
決第46号 扶桑町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー

ー

◆陳情

可
決第47号 令和６年度扶桑町一般会計補正予算（第４号）
可
決第48号 令和６年度扶桑町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ー

ー可
決第49号 令和６年度扶桑町介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和6年第6回（９月）扶桑町議会定例会　議員別審議結果一覧表令和6年第6回（９月）扶桑町議会定例会　議員別審議結果一覧表

賛否状況　○：賛成　　●：反対　 －：議長は採決に加わらない。  ※：討論者　

※令和５年９月議会から議決結果一覧をホームページでご確認いただけます。是非ご覧ください。※

可決した意見書
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書　　　
　　　　　　　      　★　意見書の全文は、扶桑町ホームページ（扶桑町議会）に掲載しています。　★

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
７

２
４
７
万
９
千
円
を
追
加
し
、

総
額
１
２
８
億
４
０
０
１
万
３

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 

歳
入（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

町
民
税
　  

１
億
１
６
８
７
万
円

　
法
人
町
民
税
の
増
額
で
す
。

地
方
特
例
交
付
金

２
０
２
８
万
円

　
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
減
収
補
て
ん
特
例
交
付
金
の

地
方
交
付
税
本
算
定
に
伴
う
額

の
確
定
に
よ
る
も
の
、
ま
た
定

額
減
税
減
収
補
て
ん
特
例
交
付

金
は
住
民
税
の
年
度
当
初
賦
課

の
確
定
に
よ
り
影
響
額
が
算
出

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
給
食
費

徴
収
金        

▲
６
０
１
６
万
円

保
育
所
主
食
費
等
徴
収
金

▲
１
１
４
８
万
円

　
令
和
６
年
11
月
か
ら
令
和
７

年
３
月
ま
で
、
保
育
園
・
小
中
学

校
の
給
食
費
を
無
償
化
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
４
号
）

 

歳
出（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理

費（
臨
時
）

　
　
　
　
２
億
５
１
９
７
万
円

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
空
調

設
備（
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
系
統
及
び

ビ
ル
マ
ル
チ
系
統
）の
不
調
に
よ

り
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
夏
前
に
空
調
部
分

の
工
事
完
了
と
な
る
よ
う
工
事

関
連
経
費
を
計
上
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
併
せ
て
空
調
設
備
の

熱
源
を
都
市
ガ
ス
に
切
り
替
え

る
こ
と
に
よ
り
、
地
下
に
あ
る

灯
油
用
タ
ン
ク
を
再
利
用
し
て

新
た
に
災
害
時
に
必
要
な
非
常

用
発
電
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理
費（
臨

時
）　
　
　   

　
　
　
　 

８２
万
円

　
ガ
ス
漏
れ
が
検
知
さ
れ
た
た

め
、
ガ
ス
配
管
を
取
り
替
え
ま

す
。

（ウォーターバッグ）

◆同意
同
意第5号 扶桑町教育委員会委員の任命について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可
決第50号 令和６年度扶桑町下水道事業会計補正予算（第２号）

議会閉会中常任委員会調査申出事項

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー
可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー

ー
◆認定

認
定第１号 令和５年度扶桑町一般会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

可
決第51号 町道路線の認定について

大学柏森字甲寺裏地内

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー可
決第52号 物品購入契約の締結について

グループウェア機器（令和６年度更新）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー可
決第53号 物品購入契約の締結について

避難所防災物品（その１）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー可
決第54号 財産の取得の追認について

教科書・指導書（令和２年４月１日契約）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー可
決第55号 財産の取得の追認について

指導用教科書・指導書（令和６年４月１日契約）

※ ※

ー認
定第２号 令和５年度扶桑町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ー認
定第3号 令和５年度扶桑町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇※※

ー認
定第4号 令和５年度扶桑町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇※

※

※

※

総
合
体
育
館
施
設
管
理
費（
臨

時
）　
　
　
　
　
　
２
４
０
万
円

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
故
障

に
伴
い
、
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

防
災
対
策
費（
臨
時
）

　
　
　
　
　
　
　
７
５
７
万
円

　
１
０
０
０
ℓ
の
組
み
立
て
式

給
水
タ
ン
ク
を
各
小
学
校
に
２

基
ず
つ
、
ま
た
５
ℓ
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
バ
ッ
グ
を
１
６
０
０
袋
購

入
す
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
９
８

万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
29

億
１
５
９
５
万
３
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
内
容
と
し
て
、
現

年
課
税
分
・
保
険
基
盤
安
定
繰

入
金
の
精
査
と
前
年
度
繰
越
金

確
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
８
６

２
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額

28
億
２
６
６
９
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
負
担
金
・
交

付
金
を
精
算
し
て
、
国
、
県
に

返
還
し
、
ま
た
基
金
積
立
を
す

る
も
の
で
す
。

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
令
和
５
年
度
決
算
に
伴
い
、

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出

額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
１
億

７
６
２
６
万
４
千
円
を
補
て
ん

す
る
財
源
を
更
正
す
る
も
の
で

す
。

物
品
購
入
契
約
の
締
結７３

５
万
円

　
避
難
所
防
災
物
品
、
簡
易
ト

イ
レ
袋（
５
枚
入
）８
８
０
０
個

購
入
す
る
も
の
で
す
。

財
産
の
取
得
の
追
認

　
　
　
　
　
　
　
８
２
５
万
円

契
約
日
　
令
和
２
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　
１
０
８
１
万
円

契
約
日
　
令
和
６
年
４
月
１
日

　
４
小
学
校
の
教
科
書
、
指
導

書
を
取
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

扶
桑
町
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に

よ
り
提
案
さ
れ
承
認
し
ま
し
た
。 （簡易トイレ袋）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

ー
ー

◆請願

認
定・可
決

第6号 令和５年度扶桑町下水道事業会計利益の処分及び決算認定に
ついて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ー認
定第5号 令和５年度扶桑町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ー採
択第１号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の

堅持及び拡充を求める請願書

ー

不
採
択

陳情 令和４年度新型コロナウイルス感染症のセーフティネット強化
交付金に関する陳情書 ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ● ● ● ● 〇 ● 〇

ふそう議会だより　262号／令和6年11月1日 8ふそう議会だより　262号／令和6年11月1日9



町政を問う
「ここが聞きたい　これを言いたい」
一般質問とは、議員が自身の考えや町民の皆様の
声をもとに町政全般について質問することです。

令
和
６
年
９
月
６
日
・
９
日
、

11
議
員
が
登
壇
し
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質問者 件　名

９月６日

９月９日

ページ

資源ごみの現状について　他１件

ハラスメント対策について　他２件

青木川改修事業の進捗状況について　他１件

国民健康保険税について　他１件

本町の治水の現状について

竪井堀用排水路整備　他１件

１１

１２

１３

１４

１５

１６

高橋　怜央

佐藤智恵子

伊 藤　　猛

荒 木　孝三

間宮　幹男

澤田　憲宏

市橋　英男

山田　惇起

松　伸行

千田　勝文

大河原光雄

災害対策の現状について　他１件

本町内２中学校の資源回収について　他１件

セアカゴケグモについて

放課後児童クラブ館の維持・管理について

防災・減災における地域の課題について　他１件

１７

１８

１９

２０

２１

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

問
　
今
年
度
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

へ
の
応
募
状
況
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
創
出

型
a
は
１
団
体
の
枠
に
１
団

体
の
応
募
。
創
出
型
b
は
１

団
体
の
枠
に
１
団
体
の
応
募
。

創
出
型
c
に
は
２
団
体
の
枠

に
５
団
体
の
応
募
。
創
出
型

a
b
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査

を
行
い
そ
れ
ぞ
れ
１
団
体
ず

つ
選
出
し
た
。

問
　
次
年
度
の
開
催
時
期
は
い

つ
ご
ろ
か
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　創
出

型
b
c
は
今
年
度
同
様
に
時

期
を
定
め
ず
に
募
集
を
か
け

る
考
え
。
創
出
型
a
に
つ
い

て
は
今
年
度
は
10
月
20
日
の

開
催
。
開
催
場
所
は
扶
桑
町

総
合
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

も
し
く
は
主
催
者
の
用
意
し

た
場
所
と
し
た
。
創
出
型
a

は
、
も
と
も
と
の
町
民
ま
つ

り
の
時
期
に
同
規
模
程
度
の

事
業
を
想
定
し
て
お
り
、
次

年
度
も
同
様
の
時
期
で
準
備

し
て
い
く
。

問
　
準
備
期
間
が
短
い
と
の

声
が
あ
る
が
、
次
年
度
の
要

綱
は
い
つ
ご
ろ
発
表
予
定
か
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
要
綱

を
公
表
し
て
か
ら
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
審
査
を
実
施
し
て
事
業

者
を
決
定
す
る
ま
で
２
ヶ
月

近
く
時
間
を
要
す
こ
と
か
ら

10
月
開
催
の
創
出
型
a
の
実

施
は
時
間
的
に
厳
し
い
面
も

あ
る
と
、
団
体
か
ら
の
声
も

い
た
だ
い
て
い
る
。
要
綱
発

表
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施

ま
で
の
時
期
と
し
て
前
倒
し

し
て
行
う
こ
と
が
可
能
か
ど

う
か
も
含
め
て
、
次
年
度
予

算
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
十
分
に
検
討
し
て

い
く
。

資
源
ご
み
の
現
状
は

問
　
ご
み
分
別
の
目
的
と
可
燃

ご
み
の
減
量
の
推
移
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
ご
み

分
別
の
目
的
は
、
廃
棄
物
の

減
量
や
最
終
処
分
場
の
延
命

化
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
、

資
源
の
有
効
利
用
を
図
り
、

循
環
型
社
会
の
形
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

可
燃
ご
み
の
年
間
排
出
量
は
、

10
年
間
で
約
６
・
９
％
の
減

量
と
な
っ
て
い
る
。

新政クラブ
たかはし　れ　お

高橋怜央　議員 

応募実施時期の前倒しも含め検討する答

にぎわい創出準備期間確保は
一般質問

（昨年同時期イベント）

一般質問の録画配信をYouTube「扶桑町議会」チャンネルで公開しています。
視聴については扶桑町議会ホームページ「一般質問録画配信」をご覧ください。

扶桑町議会ホームページ
「一般質問録画配信」

YouTube
「扶桑町議会」

※ＱＲコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

応募要綱
補助上限額

創出型a

創出型b

創出型 c

240万円

80万円

50万円

プレゼン審査あり

プレゼン審査あり

書類審査あり

プロポーザル可否
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町政を問う
「ここが聞きたい　これを言いたい」
一般質問とは、議員が自身の考えや町民の皆様の
声をもとに町政全般について質問することです。

令
和
６
年
９
月
６
日
・
９
日
、

11
議
員
が
登
壇
し
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質問者 件　名

９月６日

９月９日

ページ
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ハラスメント対策について　他２件

青木川改修事業の進捗状況について　他１件

国民健康保険税について　他１件

本町の治水の現状について

竪井堀用排水路整備　他１件

１１
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１４

１５

１６

高橋　怜央

佐藤智恵子

伊 藤　　猛

荒 木　孝三

間宮　幹男

澤田　憲宏

市橋　英男

山田　惇起

松　伸行

千田　勝文

大河原光雄

災害対策の現状について　他１件

本町内２中学校の資源回収について　他１件

セアカゴケグモについて

放課後児童クラブ館の維持・管理について

防災・減災における地域の課題について　他１件

１７

１８

１９

２０

２１

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

問
　
今
年
度
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

へ
の
応
募
状
況
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
創
出

型
a
は
１
団
体
の
枠
に
１
団

体
の
応
募
。
創
出
型
b
は
１

団
体
の
枠
に
１
団
体
の
応
募
。

創
出
型
c
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は
２
団
体
の
枠

に
５
団
体
の
応
募
。
創
出
型

a
b
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査

を
行
い
そ
れ
ぞ
れ
１
団
体
ず
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選
出
し
た
。

問
　
次
年
度
の
開
催
時
期
は
い

つ
ご
ろ
か
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　創
出

型
b
c
は
今
年
度
同
様
に
時

期
を
定
め
ず
に
募
集
を
か
け

る
考
え
。
創
出
型
a
に
つ
い

て
は
今
年
度
は
10
月
20
日
の

開
催
。
開
催
場
所
は
扶
桑
町

総
合
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

も
し
く
は
主
催
者
の
用
意
し

た
場
所
と
し
た
。
創
出
型
a

は
、
も
と
も
と
の
町
民
ま
つ

り
の
時
期
に
同
規
模
程
度
の

事
業
を
想
定
し
て
お
り
、
次

年
度
も
同
様
の
時
期
で
準
備

し
て
い
く
。

問
　
準
備
期
間
が
短
い
と
の

声
が
あ
る
が
、
次
年
度
の
要

綱
は
い
つ
ご
ろ
発
表
予
定
か
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
要
綱

を
公
表
し
て
か
ら
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
審
査
を
実
施
し
て
事
業

者
を
決
定
す
る
ま
で
２
ヶ
月

近
く
時
間
を
要
す
こ
と
か
ら

10
月
開
催
の
創
出
型
a
の
実

施
は
時
間
的
に
厳
し
い
面
も

あ
る
と
、
団
体
か
ら
の
声
も

い
た
だ
い
て
い
る
。
要
綱
発

表
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施

ま
で
の
時
期
と
し
て
前
倒
し

し
て
行
う
こ
と
が
可
能
か
ど

う
か
も
含
め
て
、
次
年
度
予

算
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
十
分
に
検
討
し
て

い
く
。

資
源
ご
み
の
現
状
は

問
　
ご
み
分
別
の
目
的
と
可
燃

ご
み
の
減
量
の
推
移
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
ご
み

分
別
の
目
的
は
、
廃
棄
物
の

減
量
や
最
終
処
分
場
の
延
命

化
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
、

資
源
の
有
効
利
用
を
図
り
、

循
環
型
社
会
の
形
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

可
燃
ご
み
の
年
間
排
出
量
は
、

10
年
間
で
約
６
・
９
％
の
減

量
と
な
っ
て
い
る
。

新政クラブ
たかはし　れ　お

高橋怜央　議員 

応募実施時期の前倒しも含め検討する答

にぎわい創出準備期間確保は
一般質問

（昨年同時期イベント）

一般質問の録画配信をYouTube「扶桑町議会」チャンネルで公開しています。
視聴については扶桑町議会ホームページ「一般質問録画配信」をご覧ください。
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応募要綱
補助上限額

創出型a

創出型b

創出型 c

240万円

80万円

50万円

プレゼン審査あり

プレゼン審査あり

書類審査あり

プロポーザル可否
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問
　
現
在
の
用
地
交
渉
等
の

進
捗
状
況
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
現
在

の
用
地
買
収
の
進
捗
状
況
は
、

令
和
６
年
８
月
末
時
点
で
、

愛
知
県
は
全
体
で
１
０
５
筆
、

１
４
３
３
６
・
26
㎡
、
そ
の

う
ち
55
筆
、
８
２
７
７
・
06

㎡
が
買
収
済
み
で
、
筆
あ
た

り
52
・
４
％
、面
積
は
57
・
７
％

で
あ
る
。
扶
桑
町
は
全
体
で

１
０
５
筆
、
２
８
２
１
・
49

㎡
そ
の
う
ち
52
筆
、
１
７
１

９
・
74
㎡
が
買
収
済
み
で
筆

あ
た
り
49
・
５
％
、
面
積
は

61
％
の
進
捗
状
況
で
あ
る
。

問
　
建
物
等
の
物
件
補
償
調

査
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　建
物

補
償
の
必
要
な
件
数
は
17
件

で
、
愛
知
県
に
お
い
て
物
件

補
償
調
査
は
令
和
６
年
度
を

含
め
12
件
で
あ
る
。

問
　
地
権
者
の
方
か
ら
用
地

交
渉
等
が
遅
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
土
地

の
用
地
交
渉
は
、
地
権
者
と

交
渉
が
ま
と
ま
り
次
第
契
約

に
入
っ
て
い
く
。
建
物
が
含

ま
れ
た
用
地
交
渉
は
、
移
転

先
や
家
屋
の
建
築
計
画
が
決

ま
り
、
契
約
可
能
な
案
件
か

ら
売
買
契
約
を
締
結
し
て
い

く
た
め
、
あ
る
程
度
の
期
間

が
必
要
で
あ
る
。
愛
知
県
の

予
算
や
地
権
者
の
状
況
に
よ

り
、
予
定
が
変
更
と
な
る
が
、

愛
知
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

現
時
点
で
は
、
令
和
10
年
度

の
完
了
を
目
標
に
交
渉
を
進

め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

認
可
地
縁
団
体
は

問
　
認
可
地
縁
団
体
の
状
況

は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
最
初

の
認
可
地
縁
団
体
は
平
成
４

年
３
月
に
東
川
自
治
会
が
認

可
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
次
々

と
各
地
域
で
認
可
地
縁
団
体

へ
の
移
行
の
動
き
が
あ
り
、

最
近
で
は
令
和
３
年
３
月
に

小
淵
区
が
認
可
さ
れ
、
扶
桑

町
に
は
22
団
体
の
認
可
地
縁

団
体
が
あ
る
。

問
　
自
治
会
が
認
可
地
縁
団

体
へ
移
行
し
て
い
な
い
と
ど

ん
な
不
具
合
が
考
え
ら
れ
る

か
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
自
治

会
は
認
可
を
受
け
て
い
な
け

れ
ば
任
意
の
地
縁
団
体
と
い

う
立
場
で
あ
り
、
日
常
の
自

治
会
運
営
そ
の
も
の
に
は
支

障
は
な
い
。
法
人
格
が
な
い

た
め
自
治
会
管
理
の
公
民
館

の
名
義
を
自
治
会
の
名
前
に

は
で
き
な
い
。
認
可
地
縁
団

体
に
移
行
す
る
と
法
人
格
を

持
つ
の
で
、
不
動
産
登
記
が

自
治
会
名
で
行
え
た
り
、
収

支
に
対
す
る
法
人
税
の
扱
い

と
し
て
公
益
法
人
と
同
等
の

扱
い
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

問
　
大
規
模
災
害
時
、
派
遣

さ
れ
て
き
た
職
員
等
を
受
け

入
れ
る
体
制
も
整
備
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
受
援

計
画
の
必
要
性
と
策
定
予
定

は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　町
の

職
員
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
混
乱
が
予
想
さ

れ
る
。
国
、
他
市
町
の
策
定

状
況
を
確
認
し
、
来
年
度
策

定
を
目
指
し
進
め
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

問
　
職
員
間
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
と
し
て
、
相
談
窓
口

や
解
決
に
向
け
た
仕
組
み
は
。

答
　
総
務
部
長
　
職
員
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関

す
る
要
綱
が
あ
る
。
秘
書
企

画
課
に
窓
口
を
設
け
、
本
人

か
ら
の
相
談
、
他
職
員
か
ら

通
報
が
あ
っ
た
場
合
は
、
初

動
段
階
で
事
情
聴
取
等
、
適

切
な
調
査
、
確
認
を
行
い
注

意
を
促
す
。

内
容
や
状
況
か
ら
判
断
し
、

必
要
と
認
め
る
時
は
、
副
町

長
を
委
員
長
に
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
委
員
会
を
開
催
。
当

事
者
や
所
属
長
を
召
集
の
う

え
対
応
を
審
議
し
、
指
導
・

助
言
を
行
う
。

問
　
首
長
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
起
こ
っ
た
場
合
は
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

答
　
総
務
部
長
　
相
談
窓
口

で
あ
る
秘
書
企
画
課
職
員
が

事
実
確
認
し
、
そ
の
後
状
況

に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

や
、
外
部
機
関
の
第
三
者
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

認
知
症
に
寄
り
添
っ
た
社
会

の
構
築

問
　
認
知
症
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
住

民
へ
の
周
知
・
啓
発
の
取
り

組
み
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　広
報

ふ
そ
う
９
月
号
で
特
集
記
事

を
掲
載
。
図
書
館
に
て「
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」に
合

わ
せ
て
、
認
知
症
関
連
の
本

の
展
示
や
チ
ラ
シ
、
認
知
症

あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
を
置
く
等
、

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
令
和
７
年
度

か
ら
高
齢
者
の
方
を
地
域
で

支
え
る
し
く
み
と
し
て
、「
こ

ど
も
１
１
０
番
」に
な
ら
っ
た

「
高
齢
者
１
１
０
番
」を
準
備

し
て
い
る
。
町
内
の
事
業
所

や
個
人
の
協
力
者
に
シ
ー
ル

や
プ
レ
ー
ト
を
配
付
し
、
入

口
や
玄
関
等
に
掲
示
し
て
頂

く
よ
う
考
え
て
い
る
。

問
　
一
人
で
も
多
く
の
住
民

の
方
が
、
認
知
症
の
方
へ
の

接
し
方
を
身
に
つ
け
て
信
頼

関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
。
そ
の
効
果
的
な
技

法「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」が
注

目
さ
れ
て
い
る
。サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
と
合
わ
せ
て
取
り

入
れ
て
は
。

令和10年度の完了目標に用地交渉を進める答

青木川改修事業の進捗状況は

来年度策定を目指す答

大規模災害時の受援計画策定は

（図書館の認知症特集コーナー）（青木川　令和６年８月 31日撮影）

一般質問 一般質問

答
　
健
康
福
祉
部
長
　認
知

症
等
の
介
護
ケ
ア
技
法
と
し

て
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

今
後
そ
の
効
果
に
つ
い
て
研

究
す
る
。

問
　
当
事
者
や
家
族
の
不
安

を
軽
減
す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

環
境
の
充
実
を
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　「認
知

症
家
族
介
護
者
交
流
会
」や

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」な
ど
の
取

り
組
み
に
対
し
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
。
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問
　
現
在
の
用
地
交
渉
等
の

進
捗
状
況
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
現
在

の
用
地
買
収
の
進
捗
状
況
は
、

令
和
６
年
８
月
末
時
点
で
、

愛
知
県
は
全
体
で
１
０
５
筆
、

１
４
３
３
６
・
26
㎡
、
そ
の

う
ち
55
筆
、
８
２
７
７
・
06

㎡
が
買
収
済
み
で
、
筆
あ
た

り
52
・
４
％
、面
積
は
57
・
７
％

で
あ
る
。
扶
桑
町
は
全
体
で

１
０
５
筆
、
２
８
２
１
・
49

㎡
そ
の
う
ち
52
筆
、
１
７
１

９
・
74
㎡
が
買
収
済
み
で
筆

あ
た
り
49
・
５
％
、
面
積
は

61
％
の
進
捗
状
況
で
あ
る
。

問
　
建
物
等
の
物
件
補
償
調

査
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　建
物

補
償
の
必
要
な
件
数
は
17
件

で
、
愛
知
県
に
お
い
て
物
件

補
償
調
査
は
令
和
６
年
度
を

含
め
12
件
で
あ
る
。

問
　
地
権
者
の
方
か
ら
用
地

交
渉
等
が
遅
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
土
地

の
用
地
交
渉
は
、
地
権
者
と

交
渉
が
ま
と
ま
り
次
第
契
約

に
入
っ
て
い
く
。
建
物
が
含

ま
れ
た
用
地
交
渉
は
、
移
転

先
や
家
屋
の
建
築
計
画
が
決

ま
り
、
契
約
可
能
な
案
件
か

ら
売
買
契
約
を
締
結
し
て
い

く
た
め
、
あ
る
程
度
の
期
間

が
必
要
で
あ
る
。
愛
知
県
の

予
算
や
地
権
者
の
状
況
に
よ

り
、
予
定
が
変
更
と
な
る
が
、

愛
知
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

現
時
点
で
は
、
令
和
10
年
度

の
完
了
を
目
標
に
交
渉
を
進

め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

認
可
地
縁
団
体
は

問
　
認
可
地
縁
団
体
の
状
況

は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
最
初

の
認
可
地
縁
団
体
は
平
成
４

年
３
月
に
東
川
自
治
会
が
認

可
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
次
々

と
各
地
域
で
認
可
地
縁
団
体

へ
の
移
行
の
動
き
が
あ
り
、

最
近
で
は
令
和
３
年
３
月
に

小
淵
区
が
認
可
さ
れ
、
扶
桑

町
に
は
22
団
体
の
認
可
地
縁

団
体
が
あ
る
。

問
　
自
治
会
が
認
可
地
縁
団

体
へ
移
行
し
て
い
な
い
と
ど

ん
な
不
具
合
が
考
え
ら
れ
る

か
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
自
治

会
は
認
可
を
受
け
て
い
な
け

れ
ば
任
意
の
地
縁
団
体
と
い

う
立
場
で
あ
り
、
日
常
の
自

治
会
運
営
そ
の
も
の
に
は
支

障
は
な
い
。
法
人
格
が
な
い

た
め
自
治
会
管
理
の
公
民
館

の
名
義
を
自
治
会
の
名
前
に

は
で
き
な
い
。
認
可
地
縁
団

体
に
移
行
す
る
と
法
人
格
を

持
つ
の
で
、
不
動
産
登
記
が

自
治
会
名
で
行
え
た
り
、
収

支
に
対
す
る
法
人
税
の
扱
い

と
し
て
公
益
法
人
と
同
等
の

扱
い
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

問
　
大
規
模
災
害
時
、
派
遣

さ
れ
て
き
た
職
員
等
を
受
け

入
れ
る
体
制
も
整
備
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
受
援

計
画
の
必
要
性
と
策
定
予
定

は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　町
の

職
員
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
混
乱
が
予
想
さ

れ
る
。
国
、
他
市
町
の
策
定

状
況
を
確
認
し
、
来
年
度
策

定
を
目
指
し
進
め
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

問
　
職
員
間
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
と
し
て
、
相
談
窓
口

や
解
決
に
向
け
た
仕
組
み
は
。

答
　
総
務
部
長
　
職
員
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関

す
る
要
綱
が
あ
る
。
秘
書
企

画
課
に
窓
口
を
設
け
、
本
人

か
ら
の
相
談
、
他
職
員
か
ら

通
報
が
あ
っ
た
場
合
は
、
初

動
段
階
で
事
情
聴
取
等
、
適

切
な
調
査
、
確
認
を
行
い
注

意
を
促
す
。

内
容
や
状
況
か
ら
判
断
し
、

必
要
と
認
め
る
時
は
、
副
町

長
を
委
員
長
に
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
委
員
会
を
開
催
。
当

事
者
や
所
属
長
を
召
集
の
う

え
対
応
を
審
議
し
、
指
導
・

助
言
を
行
う
。

問
　
首
長
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
起
こ
っ
た
場
合
は
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

答
　
総
務
部
長
　
相
談
窓
口

で
あ
る
秘
書
企
画
課
職
員
が

事
実
確
認
し
、
そ
の
後
状
況

に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

や
、
外
部
機
関
の
第
三
者
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

認
知
症
に
寄
り
添
っ
た
社
会

の
構
築

問
　
認
知
症
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
住

民
へ
の
周
知
・
啓
発
の
取
り

組
み
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　広
報

ふ
そ
う
９
月
号
で
特
集
記
事

を
掲
載
。
図
書
館
に
て「
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」に
合

わ
せ
て
、
認
知
症
関
連
の
本

の
展
示
や
チ
ラ
シ
、
認
知
症

あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
を
置
く
等
、

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
令
和
７
年
度

か
ら
高
齢
者
の
方
を
地
域
で

支
え
る
し
く
み
と
し
て
、「
こ

ど
も
１
１
０
番
」に
な
ら
っ
た

「
高
齢
者
１
１
０
番
」を
準
備

し
て
い
る
。
町
内
の
事
業
所

や
個
人
の
協
力
者
に
シ
ー
ル

や
プ
レ
ー
ト
を
配
付
し
、
入

口
や
玄
関
等
に
掲
示
し
て
頂

く
よ
う
考
え
て
い
る
。

問
　
一
人
で
も
多
く
の
住
民

の
方
が
、
認
知
症
の
方
へ
の

接
し
方
を
身
に
つ
け
て
信
頼

関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
。
そ
の
効
果
的
な
技

法「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」が
注

目
さ
れ
て
い
る
。サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
と
合
わ
せ
て
取
り

入
れ
て
は
。

令和10年度の完了目標に用地交渉を進める答

青木川改修事業の進捗状況は

来年度策定を目指す答

大規模災害時の受援計画策定は

（図書館の認知症特集コーナー）（青木川　令和６年８月 31日撮影）

一般質問 一般質問

答
　
健
康
福
祉
部
長
　認
知

症
等
の
介
護
ケ
ア
技
法
と
し

て
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

今
後
そ
の
効
果
に
つ
い
て
研

究
す
る
。

問
　
当
事
者
や
家
族
の
不
安

を
軽
減
す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

環
境
の
充
実
を
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　「認
知

症
家
族
介
護
者
交
流
会
」や

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」な
ど
の
取

り
組
み
に
対
し
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
。

公明党
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問
　
新
築
住
宅
の「
貯
留
浸
透

施
設
」の
設
置
義
務
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
一
定

規
模
の
宅
地
開
発
に
関
し
て

は
、
平
成
３
年
度
か
ら
施
行

し
て
い
る
扶
桑
町
宅
地
開
発

事
業
等
に
関
す
る
指
導
要
綱

に
基
づ
き
、
雨
水
貯
留
浸
透

施
設
の
設
置
を
指
導
し
て
い

る
。

問
　
巾
下
用
排
水
路
上
流
域

の
治
水
対
策
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　宅
地

開
発
な
ど
が
行
わ
れ
た
場
合

に
は
特
定
都
市
河
川
浸
水
被

害
対
策
法
又
は
扶
桑
町
宅
地

開
発
事
業
等
に
関
す
る
指
導

要
綱
の
対
象
と
な
る
開
発
事

業
者
へ
雨
水
対
策
の
指
導
を

徹
底
し
、
戸
建
て
住
宅
等
に

雨
水
利
用
貯
留
施
設
及
び
雨

水
浸
透
桝
の
設
置
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
雨
水
排
水
量
を

少
し
で
も
減
ら
す
努
力
を
す

る
と
と
も
に
、
必
要
で
あ
れ

ば
対
応
策
を
考
え
て
い
く
。

治
水
計
画
の
方
向
性

問
　
治
水
計
画
の
背
景
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
特
定

都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法

に
基
づ
き
、
河
川
管
理
者
、

下
水
道
管
理
者
及
び
流
域
内

の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
で

策
定
す
る
浸
水
被
害
防
止
を

図
る
た
め
に
新
川
流
域
水
害

対
策
計
画
が
策
定
さ
れ
、
扶

桑
町
も
こ
の
計
画
内
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。

問
　
治
水
政
策
に
対
す
る
主

な
課
題
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
市
街

化
区
域
で
農
地
が
宅
地
化
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
敷
地
に
雨
水

を
貯
留
、
浸
透
さ
せ
る
設
備

に
対
し
て
の
補
助
金
を
活
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知
す

る
と
と
も
に
、
治
水
施
設
を

計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

都
市
型
水
害
の
整
備

問
　「
雨
水
利
用
貯
留
施
設
」

の
設
置
状
況
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
戸
建

て
住
宅
等
を
対
象
に
雨
水
利

用
貯
留
施
設
設
置
費
補
助
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
設
置

者
に
対
し
１
基
あ
た
り
最
大

で
３
万
円
の
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。
補
助
金
制
度
が

始
ま
っ
て
か
ら
累
計
で
２
３

４
基
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

問
　「
雨
水
利
用
貯
留
施
設
設

置
費
補
助
金
」の
促
進
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
毎
年

広
報
ふ
そ
う
５
月
号
に
、
浸

水
被
害
の
危
険
性
、
流
域
治

水
対
策
の
必
要
性
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
補
助
金
の
活

用
を
推
進
す
る
記
事
を
掲
載

し
て
い
る
。
併
せ
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
窓
口
配
布
用
の

チ
ラ
シ
も
活
用
し
て
啓
発
や

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。
広
報

掲
載
直
後
に
問
い
合
わ
せ
が

増
え
る
こ
と
か
ら
Ｐ
Ｒ
効
果

が
出
て
い
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問
　
国
民
健
康
保
険
税
の
値

上
げ
抑
制
を
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　こ
れ

ま
で
の
本
町
の
保
険
税
は
、

周
辺
市
町
よ
り
も
低
く
抑
え

ら
れ
、
前
年
度
繰
越
金
に
依

存
し
た
非
常
に
不
安
定
な
国

保
財
政
で
、
令
和
５
年
度
は

前
年
度
繰
越
金
が
見
込
め
な

か
っ
た
こ
と
で
歳
入
不
足
に

陥
る
こ
と
が
年
度
途
中
で
見

込
ま
れ
た
た
め
、
県
の
財
政

安
定
化
基
金
か
ら
１
０
０
０

万
円
を
借
り
入
れ
す
る
事
態

と
な
っ
た
。
本
町
と
し
て
も

保
険
税
の
上
昇
を
抑
え
る
た

め
、
安
定
的
な
財
源
の
確
保

と
歳
出
抑
制
を
図
る
こ
と
に

よ
り
保
険
税
の
値
上
げ
抑
制

に
努
め
る
。

問
　
課
税
限
度
額
の
引
き
上

げ
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
医
療

保
険
制
度
で
は
、
保
険
料
は

負
担
能
力
に
応
じ
た
公
平
な

も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

受
益
と
の
関
連
に
お
い
て
、

被
保
険
者
の
納
付
意
欲
に
与

え
る
影
響
や
、
円
滑
な
運
営

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
被
保

険
者
の
保
険
料
負
担
に
一
定

の
限
度
を
も
う
け
て
い
る
。

課
税
限
度
額
は
、
毎
年
税
制

改
正
に
伴
う
地
方
税
法
の
改

正
が
あ
り
、
本
町
に
お
い
て

も
基
準
に
合
わ
せ
て
条
例
を

改
正
し
て
い
る
。
高
齢
化
等

に
よ
り
医
療
給
付
費
が
増
加

し
、
被
保
険
者
の
所
得
が
十

分
に
伸
び
な
い
状
況
で
は
、

中
間
所
得
層
の
負
担
が
増
え

る
保
険
税
率
の
引
き
上
げ
で

は
な
く
、
高
所
得
層
の
負
担

を
大
き
く
し
て
よ
り
収
入
を

確
保
す
る
目
的
が
あ
る
。
現

在
の
課
税
限
度
額
は
、
医
療

給
付
費
分
が
65
万
円
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
分
が
24
万

円
、
介
護
納
付
金
分
が
17
万

円
で
合
計
１
０
６
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
限
度
額
は
地
方
税

法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
額
以

上
に
は
、
条
例
で
規
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
町
独
自

で
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

は
考
え
て
い
な
い
。

子
育
て
支
援

問
　
保
育
園
・
学
校
給
食
費

の
無
償
化
は
。

答
　
教
育
部
長
　本
町
で
は
、

学
校
給
食
に
お
い
て
、
第
３

子
以
降
無
償
化
を
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
は
、
学
校
給
食

は
１
食
20
円
、
保
育
園
の
主

食
費
等
徴
収
金
は
１
食
16
円

を
公
費
負
担
し
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
に
向
け
て
、
保

育
園
も
含
め
て
で
き
る
だ
け

拡
充
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
考
え
て
い
る
。
物
価
高
騰

に
伴
う
小
中
学
校
及
び
保
育

園
に
通
う
児
童
生
徒
の
保
護

開発事業者へ指導を徹底する答

巾下用排水路「上流域」の治水対策は

安定的な財源の確保と歳出抑制を図る答

高すぎる国民健康保険税

（給食風景）
（巾下用排水路「上流域」）

一般質問 一般質問

者
へ
の
生
活
支
援
と
し
て
、

給
食
費
を
令
和
６
年
11
月
か

ら
令
和
７
年
３
月
分
ま
で
の

５
ヵ
月
分
を
全
額
免
除
す
る

よ
う
９
月
議
会
に
補
正
予
算

を
提
案
し
て
い
る
。
免
除
す

る
額
は
、
小
中
学
校
は
、
６

０
１
６
万
５
千
円
、
保
育
園

は
、
１
１
４
８
万
８
千
円
。

今
後
も
国
や
各
自
治
体
の
動

き
に
注
視
し
、
検
討
し
て
い

く
。
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問
　
新
築
住
宅
の「
貯
留
浸
透

施
設
」の
設
置
義
務
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
一
定

規
模
の
宅
地
開
発
に
関
し
て

は
、
平
成
３
年
度
か
ら
施
行

し
て
い
る
扶
桑
町
宅
地
開
発

事
業
等
に
関
す
る
指
導
要
綱

に
基
づ
き
、
雨
水
貯
留
浸
透

施
設
の
設
置
を
指
導
し
て
い

る
。

問
　
巾
下
用
排
水
路
上
流
域

の
治
水
対
策
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　宅
地

開
発
な
ど
が
行
わ
れ
た
場
合

に
は
特
定
都
市
河
川
浸
水
被

害
対
策
法
又
は
扶
桑
町
宅
地

開
発
事
業
等
に
関
す
る
指
導

要
綱
の
対
象
と
な
る
開
発
事

業
者
へ
雨
水
対
策
の
指
導
を

徹
底
し
、
戸
建
て
住
宅
等
に

雨
水
利
用
貯
留
施
設
及
び
雨

水
浸
透
桝
の
設
置
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
雨
水
排
水
量
を

少
し
で
も
減
ら
す
努
力
を
す

る
と
と
も
に
、
必
要
で
あ
れ

ば
対
応
策
を
考
え
て
い
く
。

治
水
計
画
の
方
向
性

問
　
治
水
計
画
の
背
景
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
特
定

都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法

に
基
づ
き
、
河
川
管
理
者
、

下
水
道
管
理
者
及
び
流
域
内

の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
で

策
定
す
る
浸
水
被
害
防
止
を

図
る
た
め
に
新
川
流
域
水
害

対
策
計
画
が
策
定
さ
れ
、
扶

桑
町
も
こ
の
計
画
内
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。

問
　
治
水
政
策
に
対
す
る
主

な
課
題
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
市
街

化
区
域
で
農
地
が
宅
地
化
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
敷
地
に
雨
水

を
貯
留
、
浸
透
さ
せ
る
設
備

に
対
し
て
の
補
助
金
を
活
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知
す

る
と
と
も
に
、
治
水
施
設
を

計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

都
市
型
水
害
の
整
備

問
　「
雨
水
利
用
貯
留
施
設
」

の
設
置
状
況
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
戸
建

て
住
宅
等
を
対
象
に
雨
水
利

用
貯
留
施
設
設
置
費
補
助
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
設
置

者
に
対
し
１
基
あ
た
り
最
大

で
３
万
円
の
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。
補
助
金
制
度
が

始
ま
っ
て
か
ら
累
計
で
２
３

４
基
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

問
　「
雨
水
利
用
貯
留
施
設
設

置
費
補
助
金
」の
促
進
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
毎
年

広
報
ふ
そ
う
５
月
号
に
、
浸

水
被
害
の
危
険
性
、
流
域
治

水
対
策
の
必
要
性
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
補
助
金
の
活

用
を
推
進
す
る
記
事
を
掲
載

し
て
い
る
。
併
せ
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
窓
口
配
布
用
の

チ
ラ
シ
も
活
用
し
て
啓
発
や

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。
広
報

掲
載
直
後
に
問
い
合
わ
せ
が

増
え
る
こ
と
か
ら
Ｐ
Ｒ
効
果

が
出
て
い
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問
　
国
民
健
康
保
険
税
の
値

上
げ
抑
制
を
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　こ
れ

ま
で
の
本
町
の
保
険
税
は
、

周
辺
市
町
よ
り
も
低
く
抑
え

ら
れ
、
前
年
度
繰
越
金
に
依

存
し
た
非
常
に
不
安
定
な
国

保
財
政
で
、
令
和
５
年
度
は

前
年
度
繰
越
金
が
見
込
め
な

か
っ
た
こ
と
で
歳
入
不
足
に

陥
る
こ
と
が
年
度
途
中
で
見

込
ま
れ
た
た
め
、
県
の
財
政

安
定
化
基
金
か
ら
１
０
０
０

万
円
を
借
り
入
れ
す
る
事
態

と
な
っ
た
。
本
町
と
し
て
も

保
険
税
の
上
昇
を
抑
え
る
た

め
、
安
定
的
な
財
源
の
確
保

と
歳
出
抑
制
を
図
る
こ
と
に

よ
り
保
険
税
の
値
上
げ
抑
制

に
努
め
る
。

問
　
課
税
限
度
額
の
引
き
上

げ
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
医
療

保
険
制
度
で
は
、
保
険
料
は

負
担
能
力
に
応
じ
た
公
平
な

も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

受
益
と
の
関
連
に
お
い
て
、

被
保
険
者
の
納
付
意
欲
に
与

え
る
影
響
や
、
円
滑
な
運
営

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
被
保

険
者
の
保
険
料
負
担
に
一
定

の
限
度
を
も
う
け
て
い
る
。

課
税
限
度
額
は
、
毎
年
税
制

改
正
に
伴
う
地
方
税
法
の
改

正
が
あ
り
、
本
町
に
お
い
て

も
基
準
に
合
わ
せ
て
条
例
を

改
正
し
て
い
る
。
高
齢
化
等

に
よ
り
医
療
給
付
費
が
増
加

し
、
被
保
険
者
の
所
得
が
十

分
に
伸
び
な
い
状
況
で
は
、

中
間
所
得
層
の
負
担
が
増
え

る
保
険
税
率
の
引
き
上
げ
で

は
な
く
、
高
所
得
層
の
負
担

を
大
き
く
し
て
よ
り
収
入
を

確
保
す
る
目
的
が
あ
る
。
現

在
の
課
税
限
度
額
は
、
医
療

給
付
費
分
が
65
万
円
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
分
が
24
万

円
、
介
護
納
付
金
分
が
17
万

円
で
合
計
１
０
６
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
限
度
額
は
地
方
税

法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
額
以

上
に
は
、
条
例
で
規
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
町
独
自

で
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

は
考
え
て
い
な
い
。

子
育
て
支
援

問
　
保
育
園
・
学
校
給
食
費

の
無
償
化
は
。

答
　
教
育
部
長
　本
町
で
は
、

学
校
給
食
に
お
い
て
、
第
３

子
以
降
無
償
化
を
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
は
、
学
校
給
食

は
１
食
20
円
、
保
育
園
の
主

食
費
等
徴
収
金
は
１
食
16
円

を
公
費
負
担
し
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
に
向
け
て
、
保

育
園
も
含
め
て
で
き
る
だ
け

拡
充
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
考
え
て
い
る
。
物
価
高
騰

に
伴
う
小
中
学
校
及
び
保
育

園
に
通
う
児
童
生
徒
の
保
護

開発事業者へ指導を徹底する答

巾下用排水路「上流域」の治水対策は

安定的な財源の確保と歳出抑制を図る答

高すぎる国民健康保険税

（給食風景）
（巾下用排水路「上流域」）

一般質問 一般質問

者
へ
の
生
活
支
援
と
し
て
、

給
食
費
を
令
和
６
年
11
月
か

ら
令
和
７
年
３
月
分
ま
で
の

５
ヵ
月
分
を
全
額
免
除
す
る

よ
う
９
月
議
会
に
補
正
予
算

を
提
案
し
て
い
る
。
免
除
す

る
額
は
、
小
中
学
校
は
、
６

０
１
６
万
５
千
円
、
保
育
園

は
、
１
１
４
８
万
８
千
円
。

今
後
も
国
や
各
自
治
体
の
動

き
に
注
視
し
、
検
討
し
て
い

く
。

日本共産党
あらき  こうぞう
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問
　
防
災
意
識
の
向
上
・
防

災
啓
発
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
９
月

に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
、

行
動
の
知
識
・
技
術
を
習
得

す
る
と
と
も
に
、
自
助
・
共

助
の
重
要
性
を
再
認
識
と
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
。
ま

た
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
て
防
災
意
識
の
向
上
、

防
災
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
防
災
倉
庫
の
数
・
備
蓄

の
状
況
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
防
災

倉
庫
は
、
小
学
校
４
カ
所
、

学
習
等
供
用
施
設
８
カ
所
、

総
合
体
育
館
、
斎
藤
保
育
園
、

児
童
セ
ン
タ
ー
、
い
こ
い
の

家
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

17
カ
所
。
備
蓄
品
の
食
料
は
、

人
口
の
10
％
で
、
３
食
３
日

分
を
基
準
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
２

万
９
７
５
０
食
と
ア
ル
フ
ァ

米
５
２
０
０
食
を
、
飲
料
水

は
、
１
５
１
５
ℓ
、
簡
易
組

立
ト
イ
レ
37
基
、
ラ
ッ
プ
式

ト
イ
レ
16
基
、
簡
易
ト
イ
レ

８
万
５
４
０
０
回
分
、
発
電

機
23
台（
ガ
ソ
リ
ン
使
用
14

台
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
使
用

９
台
）、
間
仕
切
３
３
３
枚
、

ミ
ル
ク
３
４
８
本
、
子
ど
も

用
オ
ム
ツ
１
０
９
２
枚
、
生

理
用
品
６
６
８
０
枚
を
備
蓄

し
て
い
る
。

問
　
避
難
所
の
数
・
整
備
の

状
況
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
避
難

所
に
は
、
小
学
校
４
カ
所
、

学
習
等
供
用
施
設
８
カ
所
、

総
合
体
育
館
、
文
化
会
館
の

指
定
避
難
所
の
ほ
か
、
中
学

校
２
カ
所
、
中
央
公
民
館
、

保
育
園
７
カ
所
、
丹
羽
高
校
、

斎
藤
公
民
館
、
水
害
時
に
は

誠
信
高
校
の
補
助
避
難
所
、

ま
た
、
高
齢
者
・
障
害
者
等

の
た
め
の
、
い
こ
い
の
家
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
社
会

福
祉
法
人
ふ
そ
う
福
祉
会
た

ん
ぽ
ぽ
、
べ
ー
か
り
ー
た
ん

ぽ
ぽ
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
の

た
め
の
児
童
セ
ン
タ
ー
が
福

祉
避
難
所
と
し
て
予
定
さ
れ

て
い
る
。 

問
　
災
害
前
に
で
き
る
こ
と

は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
地
震

対
策
と
し
て
の
耐
震
化
、
家

族
間
の
事
前
の
話
し
合
い
、

食
料
な
ど
生
活
必
需
品
の
備

蓄
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
準

備
等
が
重
要
で
あ
る
。

問
　
地
域
防
災
と
ま
ち
づ
く

り
の
計
画
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
災
害

か
ら
安
全
・
安
心
を
得
る
た

め
に
は
、
行
政
に
よ
る
公
助

は
も
と
よ
り
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
自
覚
に
根
ざ
し
た
自

助
、
身
近
な
自
治
会
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
に
よ

る
共
助
が
大
切
で
あ
り
、
自

主
防
災
会
議
を
通
じ
て
地
域

の
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

学
校
施
設
の
維
持
管
理
は

問
　
日
々
の
維
持
管
理
は
。

答
　
教
育
部
長
　
施
設
・
設

備
ご
と
に
管
理
者
に
よ
る
日

常
的
な
点
検
と
、
月
に
１
度

全
館
見
回
り
を
実
施
し
、
壁

や
床
、
机
や
椅
子
、
体
育
器

具
等
安
全
点
検
票
を
用
い
て

重
点
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
体
育
館
の
床
は
。

答
　
教
育
部
長
　
日
常
点
検

や
月
に
１
度
の
重
点
点
検
、

使
用
前
に
も
目
視
に
よ
る
点

検
を
行
っ
て
い
る
。
さ
さ
く

れ
、
亀
裂
、
塗
装
の
剥
が
れ

な
ど
損
傷
が
発
見
さ
れ
た
場

合
は
、
教
職
員
で
補
修
テ
ー

プ
を
貼
る
な
ど
の
対
応
を
行

い
、
応
急
的
な
修
繕
で
対
応

し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
各

小
中
学
校
の
床
面
に
つ
い
て

は
大
規
模
な
修
繕
は
必
要
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
修
繕

が
必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば

ワ
ッ
ク
ス
が
け
も
含
め
て
実

施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る

安
全
意
識
付
け
は
。

答
　
教
育
部
長
　
児
童
会
、生

徒
会
の
各
委
員
が
教
職
員
と

と
も
に
児
童
・
生
徒
の
目
線

も
取
り
入
れ
た
施
設
・
設
備
・

備
品
等
の
安
全
点
検
・
保
全

を
行
っ
て
い
る
。
児
童
・
生

徒
が
安
全
点
検
に
参
加
し
、

現
状
や
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

を
把
握
す
る
こ
と
で
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。

竪
井
堀
用
排
水
路（
五
郎
丸
第

２
排
水
区
）事
業
案
は

問
　
整
備
事
業
案
の
内
容
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
現
在
、

犬
山
市
に
お
い
て
尾
張
都
市

計
画
下
水
道
の
変
更
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
竪
井
堀

用
排
水
路
の
上
流
部
で
改
修

を
す
る
整
備
事
業
案
が
あ
る
。

当
町
に
お
い
て
も
平
成
26
年

度
の
雨
水
浸
水
対
策
検
討
業

務
に
お
い
て
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
時
間
雨
量
52
・
４
㎜
が

発
生
し
た
場
合
に
流
下
能
力

が
不
足
し
て
い
る
た
め
水
路

か
ら
溢
水
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
竪
井
堀
用
排
水
路
に
調

整
池
の
設
置
が
必
要
で
あ
る

と
の
調
査
結
果
が
で
て
い
る
。

犬
山
市
と
協
力
し
て
竪
井
堀

用
排
水
路
の
流
下
能
力
不
足

の
解
消
の
た
め
の
改
修
と
新

た
な
調
整
池
の
設
置
を
調
整

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
計
画
さ
れ
る
調
整
池
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
現
在
、

犬
山
市
が
実
施
し
て
い
る
基

本
設
計
で
は
水
路
改
修
の
方

法
や
調
整
池
の
規
模
な
ど
は

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。
排

水
方
法
は
調
整
池
に
溜
ま
っ

た
雨
水
な
ど
を
ポ
ン
プ
で
竪

井
堀
用
排
水
路
へ
排
水
す
る
。

犬
山
市
と
協
議
・
検
討
を
し

防災意識・地域の防災力の向上を図る答

自然災害に対する対策は

修繕が必要であれば実施答

学校体育館の床の整備を

（竪井堀用排水路）
（昨年度の防災訓練）

一般質問 一般質問

て
詳
細
設
計
の
中
で
決
定
し

て
い
く
。
治
水
対
策
を
行
う

こ
と
で
よ
り
安
全
・
安
心
な

竪
井
堀
用
排
水
路
に
す
る
。

問
　
本
町
と
し
て
の
対
応
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
流
域
全
体
で
の
取
り
組

み
や
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
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問
　
防
災
意
識
の
向
上
・
防

災
啓
発
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
９
月

に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
、

行
動
の
知
識
・
技
術
を
習
得

す
る
と
と
も
に
、
自
助
・
共

助
の
重
要
性
を
再
認
識
と
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
。
ま

た
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
て
防
災
意
識
の
向
上
、

防
災
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
防
災
倉
庫
の
数
・
備
蓄

の
状
況
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
防
災

倉
庫
は
、
小
学
校
４
カ
所
、

学
習
等
供
用
施
設
８
カ
所
、

総
合
体
育
館
、
斎
藤
保
育
園
、

児
童
セ
ン
タ
ー
、
い
こ
い
の

家
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

17
カ
所
。
備
蓄
品
の
食
料
は
、

人
口
の
10
％
で
、
３
食
３
日

分
を
基
準
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
２

万
９
７
５
０
食
と
ア
ル
フ
ァ

米
５
２
０
０
食
を
、
飲
料
水

は
、
１
５
１
５
ℓ
、
簡
易
組

立
ト
イ
レ
37
基
、
ラ
ッ
プ
式

ト
イ
レ
16
基
、
簡
易
ト
イ
レ

８
万
５
４
０
０
回
分
、
発
電

機
23
台（
ガ
ソ
リ
ン
使
用
14

台
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
使
用

９
台
）、
間
仕
切
３
３
３
枚
、

ミ
ル
ク
３
４
８
本
、
子
ど
も

用
オ
ム
ツ
１
０
９
２
枚
、
生

理
用
品
６
６
８
０
枚
を
備
蓄

し
て
い
る
。

問
　
避
難
所
の
数
・
整
備
の

状
況
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
避
難

所
に
は
、
小
学
校
４
カ
所
、

学
習
等
供
用
施
設
８
カ
所
、

総
合
体
育
館
、
文
化
会
館
の

指
定
避
難
所
の
ほ
か
、
中
学

校
２
カ
所
、
中
央
公
民
館
、

保
育
園
７
カ
所
、
丹
羽
高
校
、

斎
藤
公
民
館
、
水
害
時
に
は

誠
信
高
校
の
補
助
避
難
所
、

ま
た
、
高
齢
者
・
障
害
者
等

の
た
め
の
、
い
こ
い
の
家
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
社
会

福
祉
法
人
ふ
そ
う
福
祉
会
た

ん
ぽ
ぽ
、
べ
ー
か
り
ー
た
ん

ぽ
ぽ
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
の

た
め
の
児
童
セ
ン
タ
ー
が
福

祉
避
難
所
と
し
て
予
定
さ
れ

て
い
る
。 

問
　
災
害
前
に
で
き
る
こ
と

は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
地
震

対
策
と
し
て
の
耐
震
化
、
家

族
間
の
事
前
の
話
し
合
い
、

食
料
な
ど
生
活
必
需
品
の
備

蓄
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
準

備
等
が
重
要
で
あ
る
。

問
　
地
域
防
災
と
ま
ち
づ
く

り
の
計
画
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
災
害

か
ら
安
全
・
安
心
を
得
る
た

め
に
は
、
行
政
に
よ
る
公
助

は
も
と
よ
り
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
自
覚
に
根
ざ
し
た
自

助
、
身
近
な
自
治
会
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
に
よ

る
共
助
が
大
切
で
あ
り
、
自

主
防
災
会
議
を
通
じ
て
地
域

の
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

学
校
施
設
の
維
持
管
理
は

問
　
日
々
の
維
持
管
理
は
。

答
　
教
育
部
長
　
施
設
・
設

備
ご
と
に
管
理
者
に
よ
る
日

常
的
な
点
検
と
、
月
に
１
度

全
館
見
回
り
を
実
施
し
、
壁

や
床
、
机
や
椅
子
、
体
育
器

具
等
安
全
点
検
票
を
用
い
て

重
点
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
体
育
館
の
床
は
。

答
　
教
育
部
長
　
日
常
点
検

や
月
に
１
度
の
重
点
点
検
、

使
用
前
に
も
目
視
に
よ
る
点

検
を
行
っ
て
い
る
。
さ
さ
く

れ
、
亀
裂
、
塗
装
の
剥
が
れ

な
ど
損
傷
が
発
見
さ
れ
た
場

合
は
、
教
職
員
で
補
修
テ
ー

プ
を
貼
る
な
ど
の
対
応
を
行

い
、
応
急
的
な
修
繕
で
対
応

し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
各

小
中
学
校
の
床
面
に
つ
い
て

は
大
規
模
な
修
繕
は
必
要
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
修
繕

が
必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば

ワ
ッ
ク
ス
が
け
も
含
め
て
実

施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る

安
全
意
識
付
け
は
。

答
　
教
育
部
長
　
児
童
会
、生

徒
会
の
各
委
員
が
教
職
員
と

と
も
に
児
童
・
生
徒
の
目
線

も
取
り
入
れ
た
施
設
・
設
備
・

備
品
等
の
安
全
点
検
・
保
全

を
行
っ
て
い
る
。
児
童
・
生

徒
が
安
全
点
検
に
参
加
し
、

現
状
や
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

を
把
握
す
る
こ
と
で
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。

竪
井
堀
用
排
水
路（
五
郎
丸
第

２
排
水
区
）事
業
案
は

問
　
整
備
事
業
案
の
内
容
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
現
在
、

犬
山
市
に
お
い
て
尾
張
都
市

計
画
下
水
道
の
変
更
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
竪
井
堀

用
排
水
路
の
上
流
部
で
改
修

を
す
る
整
備
事
業
案
が
あ
る
。

当
町
に
お
い
て
も
平
成
26
年

度
の
雨
水
浸
水
対
策
検
討
業

務
に
お
い
て
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
時
間
雨
量
52
・
４
㎜
が

発
生
し
た
場
合
に
流
下
能
力

が
不
足
し
て
い
る
た
め
水
路

か
ら
溢
水
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
竪
井
堀
用
排
水
路
に
調

整
池
の
設
置
が
必
要
で
あ
る

と
の
調
査
結
果
が
で
て
い
る
。

犬
山
市
と
協
力
し
て
竪
井
堀

用
排
水
路
の
流
下
能
力
不
足

の
解
消
の
た
め
の
改
修
と
新

た
な
調
整
池
の
設
置
を
調
整

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
計
画
さ
れ
る
調
整
池
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
現
在
、

犬
山
市
が
実
施
し
て
い
る
基

本
設
計
で
は
水
路
改
修
の
方

法
や
調
整
池
の
規
模
な
ど
は

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。
排

水
方
法
は
調
整
池
に
溜
ま
っ

た
雨
水
な
ど
を
ポ
ン
プ
で
竪

井
堀
用
排
水
路
へ
排
水
す
る
。

犬
山
市
と
協
議
・
検
討
を
し

防災意識・地域の防災力の向上を図る答

自然災害に対する対策は

修繕が必要であれば実施答

学校体育館の床の整備を

（竪井堀用排水路）
（昨年度の防災訓練）

一般質問 一般質問

て
詳
細
設
計
の
中
で
決
定
し

て
い
く
。
治
水
対
策
を
行
う

こ
と
で
よ
り
安
全
・
安
心
な

竪
井
堀
用
排
水
路
に
す
る
。

問
　
本
町
と
し
て
の
対
応
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
流
域
全
体
で
の
取
り
組

み
や
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

桑政クラブ
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問
　
町
内
の
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ

モ
の
発
生
状
況
と
対
策
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
扶
桑

町
で
は
こ
れ
ま
で
山
名
小
学

校
、
木
曽
川
扶
桑
緑
地
公
園
、

柏
森
地
内
の
側
溝
と
畑
の
境

で
生
息
が
確
認
さ
れ
た
。
山

名
小
学
校
で
は
先
生
が
殺
虫

剤
を
使
っ
た
り
、
踏
み
潰
す

な
ど
し
て
駆
除
し
、
木
曽
川

扶
桑
緑
地
公
園
で
も
担
当
課

の
職
員
が
同
様
に
駆
除
を
し

た
。
柏
森
地
内
で
は
、
地
区

の
方
が
バ
ー
ナ
ー
を
使
っ
て

駆
除
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
人

的
被
害
は
な
か
っ
た
。

問
　
近
隣
市
町
の
発
生
状
況

と
対
策
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
犬
山

市
、
江
南
市
、
大
口
町
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
扶
桑
町
同

様
、
数
件
の
生
息
が
確
認
さ

れ
た
。
い
ず
れ
の
市
町
も
公

共
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の
管

理
担
当
が
駆
除
し
、
必
要
に

応
じ
て
注
意
喚
起
の
看
板
を

設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
行

う
。

一
般
家
庭
で
あ
れ
ば
、
ご
家

庭
の
方
に
駆
除
を
お
願
い
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
本
町
の
対
策
と
今
後
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
現
在
、

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
日
本
全

国
で
生
息
し
て
お
り
、
扶
桑

町
に
お
い
て
も
同
様
に
生
息

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

発
見
さ
れ
た
当
初
は
愛
知
県

に
報
告
し
、
集
計
を
行
っ
て

い
た
が
、
平
成
28
年
よ
り
統

計
を
取
る
こ
と
を
や
め
て
い

る
。
県
や
町
で
駆
除
を
行
っ

て
い
な
い
こ
と
や
、
報
告
義

務
も
な
い
こ
と
か
ら
町
と
し

て
対
策
や
調
査
を
行
っ
て
い

な
い
。
町
内
で
セ
ア
カ
ゴ
ケ

グ
モ
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、

公
共
施
設
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
管
理
担
当
で
駆
除
を
行
い
、

状
況
に
よ
っ
て
は
注
意
喚
起

を
行
う
。
一
般
家
庭
な
ど
で

発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
各
自

で
駆
除
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ

グ
モ
の
特
徴
や
写
真
、
駆
除

の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
る
。
今
後
も
同
様
に

周
知
を
行
っ
て
い
く
。

問
　「
扶
桑
町
個
別
施
設
計
画

（
公
共
施
設
・
公
用
施
設
編
）」

で
は
町
役
場
の
建
て
替
え
に

か
か
る
費
用
が
14
億
円
、
う

ち
５
割
程
度
に
あ
た
る
７
億

円
は
基
金
と
し
て
積
立
が
で

き
る
よ
う
検
討
と
あ
る
が
、

本
町
の
９
割
程
度
で
あ
る
人

口
約
３
・
２
万
の
岐
阜
県
本

巣
市
で
は
、
７
月
に
利
用
が

始
ま
っ
た
新
庁
舎
の
工
事
費

は
建
物
部
分
の
み
で
約
49
億

円
、
総
事
業
費
は
約
79
億
円

で
あ
っ
た
。「
５
割
程
度
に
あ

た
る
金
額
」が
７
億
円
で
は
済

ま
な
い
可
能
性
が
高
い
。
将

来
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
積
立

計
画
を
。

答
　
総
務
部
長
　
総
務
省
か

ら
示
さ
れ
て
い
る
１
㎡
あ
た

り
40
万
円
の
建
設
単
価
を「
扶

桑
町
個
別
施
設
計
画
」策
定
時

の
役
場
面
積
に
掛
け
合
わ
せ
、

約
14
億
円
と
見
込
ん
で
い
る

が
、
岐
阜
県
本
巣
市
で
は
１

㎡
あ
た
り
約
61
万
円
。
近
年

の
建
築
資
材
の
高
騰
や
人
件

費
の
上
昇
か
ら
庁
舎
建
設
費

の
増
額
を
見
込
む
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
末
の
役
場
庁
舎

建
設
基
金
現
在
高
見
込
み
は

約
３
億
円
。
建
設
費
の
増
額

に
伴
う
積
立
の
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
令
和
９
年
度
の
個

別
施
設
計
画
の
改
訂
に
向
け

検
討
す
る
。

町
内
２
中
学
校
の
資
源
回
収

問
　
学
習
指
導
要
領
、
教
育

課
程
に
お
け
る
資
源
リ
サ
イ

ク
ル（
資
源
回
収
）の
位
置
づ

け
は
。

答
　
教
育
長
　
事
前
の
案
内

配
布
も
含
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
し
て
特
別
活
動
に
位
置

付
け
て
い
る
。
学
校
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
の
共
同
開
催
で
あ
る
。

問
　
定
期
テ
ス
ト
直
前
に
実

施
し
た
中
学
校
が
あ
っ
た
が
、

日
程
面
の
配
慮
は
。

答
　
教
育
長
　
年
間
計
画
で

生
徒
に
負
担
の
無
い
日
程
を

組
む
よ
う
校
長
会
へ
伝
え
る
。

問
　
資
源
回
収
で
得
た
収
入

の
学
校
・Ｐ
Ｔ
Ａ
の
金
額
ベ
ー

ス
で
の
配
分
割
合
の
現
状
は
。

答
　
教
育
長
　
収
益
は
全
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
管
理
し
て
い
る
。

問
　
こ
ど
も
基
本
法（
昨
年
４

月
施
行
）で
は
、
国
や
自
治
体

が
子
ど
も
に
関
す
る
政
策
を

決
め
る
際
、
当
事
者
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聴
く

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
本
町
で
も
前
町
長
時
代
、

児
童
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
柏

森
小
学
校
６
年
生
の
声
を
聴

い
た
実
績
が
あ
る
。

広
島
県
安
芸
高
田
市
で
は
、

「
生
徒
が
決
め
る 

１
０
０
万

円
事
業（
高
校
の
生
徒
会
長
に

１
０
０
万
円
ず
つ
を
渡
し
、

生
徒
会
長
の
裁
量
で
自
由
に

使
っ
て
も
ら
う
と
い
う
も

の
）」を
導
入
し
た
。
本
町
で

も
、
資
源
回
収
の
当
事
者
で

駆除し、駆除の仕方はホームページに記載答

セアカゴケグモ対策は

個別施設計画の改訂に向け検討答

将来にツケを回さない役場建替を

（資源回収を行う中学生）（柏森南地内において　セアカゴケグモ）

一般質問 一般質問

あ
る
生
徒
自
身
や
生
徒
議
会

に
、
資
源
回
収
で
得
た
収
入

の
使
い
道
を
委
ね
て
主
体
性

と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

て
は
ど
う
か
。

答
　
教
育
長
　
こ
ど
も
基
本

法
の
中
に
、
年
齢
や
発
達
の

程
度
に
よ
り
、
子
ど
も
の
意

見
を
尊
重
す
る
こ
と
が
う
た

わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
運

営
の
中
に
必
要
と
な
っ
て
く

る
大
切
な
視
点
で
あ
る
と
と

ら
え
て
い
る
。
ご
要
望
と
し

て
う
か
が
っ
て
お
く
。

無所属
やま だ  あつ き

山田惇起　議員
桑政クラブ
かねまつ のぶゆき

松伸行　議員

セアカゴケグモの特徴
１. オスは小さく５㎜～１㎝程度。褐色で濃い褐色の

線が見える。
２. メスは大きく腹部の背面にひし形を２つ並べたよ

うな形の赤い線がある。
３. 攻撃性は高くないが、咬まれた場合は、痛み、

腫れを引き起こし、吐き気や腹痛などの全身症状
をきたすことがある。

４. 咬まれたら、水で洗い、出血している場合は無理
に止血せず、咬まれた箇所を冷やす。その後、
速やかに医師の診察を受ける。

５. 咬んだクモの種類が分かるように、殺したクモを
病院に持参すると良い。
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問
　
町
内
の
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ

モ
の
発
生
状
況
と
対
策
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
扶
桑

町
で
は
こ
れ
ま
で
山
名
小
学

校
、
木
曽
川
扶
桑
緑
地
公
園
、

柏
森
地
内
の
側
溝
と
畑
の
境

で
生
息
が
確
認
さ
れ
た
。
山

名
小
学
校
で
は
先
生
が
殺
虫

剤
を
使
っ
た
り
、
踏
み
潰
す

な
ど
し
て
駆
除
し
、
木
曽
川

扶
桑
緑
地
公
園
で
も
担
当
課

の
職
員
が
同
様
に
駆
除
を
し

た
。
柏
森
地
内
で
は
、
地
区

の
方
が
バ
ー
ナ
ー
を
使
っ
て

駆
除
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
人

的
被
害
は
な
か
っ
た
。

問
　
近
隣
市
町
の
発
生
状
況

と
対
策
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
犬
山

市
、
江
南
市
、
大
口
町
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
扶
桑
町
同

様
、
数
件
の
生
息
が
確
認
さ

れ
た
。
い
ず
れ
の
市
町
も
公

共
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の
管

理
担
当
が
駆
除
し
、
必
要
に

応
じ
て
注
意
喚
起
の
看
板
を

設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
行

う
。

一
般
家
庭
で
あ
れ
ば
、
ご
家

庭
の
方
に
駆
除
を
お
願
い
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
本
町
の
対
策
と
今
後
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
現
在
、

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
日
本
全

国
で
生
息
し
て
お
り
、
扶
桑

町
に
お
い
て
も
同
様
に
生
息

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

発
見
さ
れ
た
当
初
は
愛
知
県

に
報
告
し
、
集
計
を
行
っ
て

い
た
が
、
平
成
28
年
よ
り
統

計
を
取
る
こ
と
を
や
め
て
い

る
。
県
や
町
で
駆
除
を
行
っ

て
い
な
い
こ
と
や
、
報
告
義

務
も
な
い
こ
と
か
ら
町
と
し

て
対
策
や
調
査
を
行
っ
て
い

な
い
。
町
内
で
セ
ア
カ
ゴ
ケ

グ
モ
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、

公
共
施
設
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
管
理
担
当
で
駆
除
を
行
い
、

状
況
に
よ
っ
て
は
注
意
喚
起

を
行
う
。
一
般
家
庭
な
ど
で

発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
各
自

で
駆
除
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ

グ
モ
の
特
徴
や
写
真
、
駆
除

の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
る
。
今
後
も
同
様
に

周
知
を
行
っ
て
い
く
。

問
　「
扶
桑
町
個
別
施
設
計
画

（
公
共
施
設
・
公
用
施
設
編
）」

で
は
町
役
場
の
建
て
替
え
に

か
か
る
費
用
が
14
億
円
、
う

ち
５
割
程
度
に
あ
た
る
７
億

円
は
基
金
と
し
て
積
立
が
で

き
る
よ
う
検
討
と
あ
る
が
、

本
町
の
９
割
程
度
で
あ
る
人

口
約
３
・
２
万
の
岐
阜
県
本

巣
市
で
は
、
７
月
に
利
用
が

始
ま
っ
た
新
庁
舎
の
工
事
費

は
建
物
部
分
の
み
で
約
49
億

円
、
総
事
業
費
は
約
79
億
円

で
あ
っ
た
。「
５
割
程
度
に
あ

た
る
金
額
」が
７
億
円
で
は
済

ま
な
い
可
能
性
が
高
い
。
将

来
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
積
立

計
画
を
。

答
　
総
務
部
長
　
総
務
省
か

ら
示
さ
れ
て
い
る
１
㎡
あ
た

り
40
万
円
の
建
設
単
価
を「
扶

桑
町
個
別
施
設
計
画
」策
定
時

の
役
場
面
積
に
掛
け
合
わ
せ
、

約
14
億
円
と
見
込
ん
で
い
る

が
、
岐
阜
県
本
巣
市
で
は
１

㎡
あ
た
り
約
61
万
円
。
近
年

の
建
築
資
材
の
高
騰
や
人
件

費
の
上
昇
か
ら
庁
舎
建
設
費

の
増
額
を
見
込
む
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
末
の
役
場
庁
舎

建
設
基
金
現
在
高
見
込
み
は

約
３
億
円
。
建
設
費
の
増
額

に
伴
う
積
立
の
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
令
和
９
年
度
の
個

別
施
設
計
画
の
改
訂
に
向
け

検
討
す
る
。

町
内
２
中
学
校
の
資
源
回
収

問
　
学
習
指
導
要
領
、
教
育

課
程
に
お
け
る
資
源
リ
サ
イ

ク
ル（
資
源
回
収
）の
位
置
づ

け
は
。

答
　
教
育
長
　
事
前
の
案
内

配
布
も
含
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
し
て
特
別
活
動
に
位
置

付
け
て
い
る
。
学
校
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
の
共
同
開
催
で
あ
る
。

問
　
定
期
テ
ス
ト
直
前
に
実

施
し
た
中
学
校
が
あ
っ
た
が
、

日
程
面
の
配
慮
は
。

答
　
教
育
長
　
年
間
計
画
で

生
徒
に
負
担
の
無
い
日
程
を

組
む
よ
う
校
長
会
へ
伝
え
る
。

問
　
資
源
回
収
で
得
た
収
入

の
学
校
・Ｐ
Ｔ
Ａ
の
金
額
ベ
ー

ス
で
の
配
分
割
合
の
現
状
は
。

答
　
教
育
長
　
収
益
は
全
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
管
理
し
て
い
る
。

問
　
こ
ど
も
基
本
法（
昨
年
４

月
施
行
）で
は
、
国
や
自
治
体

が
子
ど
も
に
関
す
る
政
策
を

決
め
る
際
、
当
事
者
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聴
く

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
本
町
で
も
前
町
長
時
代
、

児
童
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
柏

森
小
学
校
６
年
生
の
声
を
聴

い
た
実
績
が
あ
る
。

広
島
県
安
芸
高
田
市
で
は
、

「
生
徒
が
決
め
る 

１
０
０
万

円
事
業（
高
校
の
生
徒
会
長
に

１
０
０
万
円
ず
つ
を
渡
し
、

生
徒
会
長
の
裁
量
で
自
由
に

使
っ
て
も
ら
う
と
い
う
も

の
）」を
導
入
し
た
。
本
町
で

も
、
資
源
回
収
の
当
事
者
で

駆除し、駆除の仕方はホームページに記載答

セアカゴケグモ対策は

個別施設計画の改訂に向け検討答

将来にツケを回さない役場建替を

（資源回収を行う中学生）（柏森南地内において　セアカゴケグモ）

一般質問 一般質問

あ
る
生
徒
自
身
や
生
徒
議
会

に
、
資
源
回
収
で
得
た
収
入

の
使
い
道
を
委
ね
て
主
体
性

と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

て
は
ど
う
か
。

答
　
教
育
長
　
こ
ど
も
基
本

法
の
中
に
、
年
齢
や
発
達
の

程
度
に
よ
り
、
子
ど
も
の
意

見
を
尊
重
す
る
こ
と
が
う
た

わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
運

営
の
中
に
必
要
と
な
っ
て
く

る
大
切
な
視
点
で
あ
る
と
と

ら
え
て
い
る
。
ご
要
望
と
し

て
う
か
が
っ
て
お
く
。

無所属
やま だ  あつ き

山田惇起　議員
桑政クラブ
かねまつ のぶゆき

松伸行　議員

セアカゴケグモの特徴
１. オスは小さく５㎜～１㎝程度。褐色で濃い褐色の

線が見える。
２. メスは大きく腹部の背面にひし形を２つ並べたよ

うな形の赤い線がある。
３. 攻撃性は高くないが、咬まれた場合は、痛み、

腫れを引き起こし、吐き気や腹痛などの全身症状
をきたすことがある。

４. 咬まれたら、水で洗い、出血している場合は無理
に止血せず、咬まれた箇所を冷やす。その後、
速やかに医師の診察を受ける。

５. 咬んだクモの種類が分かるように、殺したクモを
病院に持参すると良い。
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問
　「
改
正
気
候
変
動
適
応

法
」で
定
め
ら
れ
た
指
定
暑
熱

避
難
施
設（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
）の
現
状
と
本
町
の
基

準
事
項
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
本
町

で
は
民
間
施
設
１
施
設
を
含

め
、
学
供
な
ど
14
施
設
を
指

定
し
て
運
用
し
て
い
る
。
気

軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
や
、
施
設
の
負
担
等
を
考

慮
し
て
受
付
等
は
行
っ
て
お

ら
ず
人
数
の
把
握
は
し
て
い

な
い
。
本
町
の
指
定
に
必
要

な
基
準
事
項
と
し
て
、
椅
子

な
ど
の
座
れ
る
場
所
、
飲
食

禁
止
の
施
設
に
お
い
て
も
、

水
分
補
給
、
塩
分
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
摂
取
が
で
き
る
、
こ
の

２
点
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
　
災
害
級
の
暑
さ
で
、
健

康
に
重
大
な
危
険
が
迫
る
と

予
測
さ
れ
る
場
合「
地
域
防

災
」と
い
う
考
え
方
か
ら
、

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を

避
難
所
と
し
て
対
応
す
る
考

え
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
そ

の
施
設
に
目
的
が
無
く
て
も

気
軽
に
立
ち
寄
り
、
熱
中
症

を
予
防
し
て
い
く
も
の
で
、

地
域
防
災
の
想
定
す
る
災
害

時
と
は
一
線
を
画
す
も
の
と

考
え
る
。
し
か
し
、
近
年
の

暑
さ
を
考
え
る
と
、
地
域
防

災
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

国
や
県
の
動
き
を
注
視
し
て

い
く
。

職
員
の
災
害
派
遣
か
ら
感
じ

た
こ
と
は

問
　
職
員
の
能
登
半
島
地
震

の
災
害
派
遣
か
ら
感
じ
た
教

訓
か
ら
、
業
務
継
続
体
制
や

活
動
基
準
の
明
確
化
な
ど
、

実
効
性
の
見
直
し
は
さ
れ
た

か
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
派
遣

さ
れ
た
町
職
員
は
、
家
屋
の

被
害
認
定
調
査
に
７
名
が
従

事
、「
復
興
支
援
の
難
し
さ
や

住
民
の
思
い
を
痛
感
し
、
職

員
の
対
応
の
重
要
さ
を
感
じ

た
」と
い
う
こ
と
で
、
税
務
課

職
員
10
人
が
家
屋
の
被
害
認

定
調
査
の
研
修
を
受
講
し
た
。

人
的
・
物
的
支
援
を
受
け
入

れ
る
体
制
整
備
の
重
要
性
も

認
識
し
、
今
後
、
受
援
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

授
業
時
数
削
減
に
よ
る
教
員

の
負
担
軽
減
へ
の
取
り
組
み

問
　
文
部
科
学
省
が
、
公
立

小
中
学
校
の
週
当
た
り
の
授

業
時
数
を
削
減
し
て
、
教
員

や
児
童
生
徒
の
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
る
と
し
た
事
例
の
周

知
を
し
た
が
、
本
町
の
二
学

期
制
で
の
影
響
と
対
応
は
。

答
　
教
育
長
　
教
員
の
働
き

方
改
革
が
叫
ば
れ
、
文
部
科

学
省
は
昨
年
、
授
業
時
間
を

国
の
基
準（
標
準
時
数
）か
ら

大
き
く
超
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
指
導
体
制
を
見
直
す
こ

と
を
緊
急
的
な
提
言
と
し
て

発
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

町
も
見
直
し
に
着
手
。
昨
年

度
は
標
準
時
数
よ
り
50
時
間

以
上
多
く
授
業
を
計
画
し
た

が
、
余
剰
と
し
て
い
た
授
業

を
減
ら
し
、
本
年
度
は（
標
準

時
数
プ
ラ
ス
で
）20
時
間
ほ
ど

に
抑
え
て
計
画
し
て
い
る
。

二
学
期
制
で
行
事
が
少
な
く
、

余
剰
の
削
減
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、
教
員
は
ゆ
と
り

を
も
っ
て
業
務
に
あ
た
る
こ

と
が
で
き
た
。

問
　
各
児
童
ク
ラ
ブ
館
の
活

動
等
の
内
容
は
。

答
　
教
育
部
長
　放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
校
１
年

生
か
ら
６
年
生
の
児
童
を
対

象
に
、
学
校
か
ら
帰
宅
し
た

時
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で

不
在
に
な
る
場
合
や
、
出
産
、

疾
病
、
介
護
な
ど
で
保
育
で

き
な
い
場
合
に
、
下
校
時
か

ら
保
護
者
の
お
迎
え
ま
で
の

間
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の

場
を
提
供
し
て
い
る
。
学
校

の
あ
る
通
常
期
間
は
下
校
時

間
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
長

期
休
業
期
間
は
午
前
７
時
30

分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
を
開

設
時
間
と
し
て
い
る
。

問
　
施
設
に
お
け
る
維
持
管

理
の
た
め
の
修
繕
、
補
修
等

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答
　
教
育
部
長
　
扶
桑
町
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

具
体
的
な
実
施
計
画
と
し
て
、

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
に
取

り
組
む
た
め
に
策
定
さ
れ
た

扶
桑
町
個
別
施
設
計
画
に
お

い
て「
運
営
手
法（
指
定
管
理
、

業
務
委
託
）と
利
用
料
適
正
化

の
検
証
」を
具
体
的
方
針
と
定

め
て
い
る
。
た
だ
し
、
各
施

設
と
も
木
材
を
多
く
使
用
し

て
お
り
、
毎
日
児
童
が
利
用

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と

床
な
ど
の
修
繕
、
補
修
の
必

要
が
出
て
く
る
か
と
考
え
る
。

問
　
各
施
設
の
現
状
把
握
は
。

答
　
教
育
部
長
　各
施
設
の

現
状
把
握
に
よ
る
主
な
問
題

点
と
し
て
は
、
高
雄
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
館
で
床
の
ひ
び

割
れ
箇
所
が
多
く
あ
る
こ
と
、

山
名
及
び
柏
森
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
館
で
部
分
的
に
床
や

壁
面
に
さ
さ
く
れ
が
見
ら
れ

る
。
扶
桑
東
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
館
で
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
に
問
題
は
な
い
と
把
握
し

て
い
る
。

問
　
今
後
の
施
設
管
理
の
考

え
方
は
。

答
　
教
育
部
長
　施
設
管
理

の
考
え
方
は
、
扶
桑
町
個
別

施
設
計
画
に
お
け
る
方
針
に

沿
っ
た
対
応
を
予
定
し
て
い

る
。
各
施
設
か
ら
の
修
繕
等

の
要
望
と
し
て
は
、
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
の
塗
装
等
の
状
況
か

ら
、
お
う
吐
な
ど
し
た
際
に

床
材
が
吸
収
し
て
し
ま
い
衛

生
的
に
課
題
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
が
ひ

び
割
れ
た
り
、
物
を
落
と
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
さ
さ

く
れ
の
よ
う
な
も
の
が
複
数

出
来
て
し
ま
い
、
児
童
が
裸

足
で
過
ご
そ
う
と
思
う
と
ケ

ガ
を
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ

る
こ
と
な
ど
の
問
題
が
上

災害時とは一線を画すものと考える答

クーリングシェルターを避難所に

児童の安心・安全のために改修を検討答

児童クラブ館床の補修は

（高雄放課後児童クラブ館）

（能登半島地震の災害派遣で活動する本町職員）

一般質問 一般質問

が
っ
て
い
る
。
各
施
設
と
も

令
和
元
年
度
の
開
設
で
あ
り
、

大
規
模
な
改
修
は
難
し
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、
児
童
が
安

心
・
安
全
に
過
ご
す
た
め
に

必
要
な
改
修
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。
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問
　「
改
正
気
候
変
動
適
応

法
」で
定
め
ら
れ
た
指
定
暑
熱

避
難
施
設（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
）の
現
状
と
本
町
の
基

準
事
項
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
本
町

で
は
民
間
施
設
１
施
設
を
含

め
、
学
供
な
ど
14
施
設
を
指

定
し
て
運
用
し
て
い
る
。
気

軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
や
、
施
設
の
負
担
等
を
考

慮
し
て
受
付
等
は
行
っ
て
お

ら
ず
人
数
の
把
握
は
し
て
い

な
い
。
本
町
の
指
定
に
必
要

な
基
準
事
項
と
し
て
、
椅
子

な
ど
の
座
れ
る
場
所
、
飲
食

禁
止
の
施
設
に
お
い
て
も
、

水
分
補
給
、
塩
分
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
摂
取
が
で
き
る
、
こ
の

２
点
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
　
災
害
級
の
暑
さ
で
、
健

康
に
重
大
な
危
険
が
迫
る
と

予
測
さ
れ
る
場
合「
地
域
防

災
」と
い
う
考
え
方
か
ら
、

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を

避
難
所
と
し
て
対
応
す
る
考

え
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
そ

の
施
設
に
目
的
が
無
く
て
も

気
軽
に
立
ち
寄
り
、
熱
中
症

を
予
防
し
て
い
く
も
の
で
、

地
域
防
災
の
想
定
す
る
災
害

時
と
は
一
線
を
画
す
も
の
と

考
え
る
。
し
か
し
、
近
年
の

暑
さ
を
考
え
る
と
、
地
域
防

災
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

国
や
県
の
動
き
を
注
視
し
て

い
く
。

職
員
の
災
害
派
遣
か
ら
感
じ

た
こ
と
は

問
　
職
員
の
能
登
半
島
地
震

の
災
害
派
遣
か
ら
感
じ
た
教

訓
か
ら
、
業
務
継
続
体
制
や

活
動
基
準
の
明
確
化
な
ど
、

実
効
性
の
見
直
し
は
さ
れ
た

か
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
派
遣

さ
れ
た
町
職
員
は
、
家
屋
の

被
害
認
定
調
査
に
７
名
が
従

事
、「
復
興
支
援
の
難
し
さ
や

住
民
の
思
い
を
痛
感
し
、
職

員
の
対
応
の
重
要
さ
を
感
じ

た
」と
い
う
こ
と
で
、
税
務
課

職
員
10
人
が
家
屋
の
被
害
認

定
調
査
の
研
修
を
受
講
し
た
。

人
的
・
物
的
支
援
を
受
け
入

れ
る
体
制
整
備
の
重
要
性
も

認
識
し
、
今
後
、
受
援
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

授
業
時
数
削
減
に
よ
る
教
員

の
負
担
軽
減
へ
の
取
り
組
み

問
　
文
部
科
学
省
が
、
公
立

小
中
学
校
の
週
当
た
り
の
授

業
時
数
を
削
減
し
て
、
教
員

や
児
童
生
徒
の
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
る
と
し
た
事
例
の
周

知
を
し
た
が
、
本
町
の
二
学

期
制
で
の
影
響
と
対
応
は
。

答
　
教
育
長
　
教
員
の
働
き

方
改
革
が
叫
ば
れ
、
文
部
科

学
省
は
昨
年
、
授
業
時
間
を

国
の
基
準（
標
準
時
数
）か
ら

大
き
く
超
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
指
導
体
制
を
見
直
す
こ

と
を
緊
急
的
な
提
言
と
し
て

発
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

町
も
見
直
し
に
着
手
。
昨
年

度
は
標
準
時
数
よ
り
50
時
間

以
上
多
く
授
業
を
計
画
し
た

が
、
余
剰
と
し
て
い
た
授
業

を
減
ら
し
、
本
年
度
は（
標
準

時
数
プ
ラ
ス
で
）20
時
間
ほ
ど

に
抑
え
て
計
画
し
て
い
る
。

二
学
期
制
で
行
事
が
少
な
く
、

余
剰
の
削
減
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、
教
員
は
ゆ
と
り

を
も
っ
て
業
務
に
あ
た
る
こ

と
が
で
き
た
。

問
　
各
児
童
ク
ラ
ブ
館
の
活

動
等
の
内
容
は
。

答
　
教
育
部
長
　放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
校
１
年

生
か
ら
６
年
生
の
児
童
を
対

象
に
、
学
校
か
ら
帰
宅
し
た

時
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で

不
在
に
な
る
場
合
や
、
出
産
、

疾
病
、
介
護
な
ど
で
保
育
で

き
な
い
場
合
に
、
下
校
時
か

ら
保
護
者
の
お
迎
え
ま
で
の

間
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の

場
を
提
供
し
て
い
る
。
学
校

の
あ
る
通
常
期
間
は
下
校
時

間
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
長

期
休
業
期
間
は
午
前
７
時
30

分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
を
開

設
時
間
と
し
て
い
る
。

問
　
施
設
に
お
け
る
維
持
管

理
の
た
め
の
修
繕
、
補
修
等

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答
　
教
育
部
長
　
扶
桑
町
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

具
体
的
な
実
施
計
画
と
し
て
、

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
に
取

り
組
む
た
め
に
策
定
さ
れ
た

扶
桑
町
個
別
施
設
計
画
に
お

い
て「
運
営
手
法（
指
定
管
理
、

業
務
委
託
）と
利
用
料
適
正
化

の
検
証
」を
具
体
的
方
針
と
定

め
て
い
る
。
た
だ
し
、
各
施

設
と
も
木
材
を
多
く
使
用
し

て
お
り
、
毎
日
児
童
が
利
用

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と

床
な
ど
の
修
繕
、
補
修
の
必

要
が
出
て
く
る
か
と
考
え
る
。

問
　
各
施
設
の
現
状
把
握
は
。

答
　
教
育
部
長
　各
施
設
の

現
状
把
握
に
よ
る
主
な
問
題

点
と
し
て
は
、
高
雄
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
館
で
床
の
ひ
び

割
れ
箇
所
が
多
く
あ
る
こ
と
、

山
名
及
び
柏
森
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
館
で
部
分
的
に
床
や

壁
面
に
さ
さ
く
れ
が
見
ら
れ

る
。
扶
桑
東
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
館
で
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
に
問
題
は
な
い
と
把
握
し

て
い
る
。

問
　
今
後
の
施
設
管
理
の
考

え
方
は
。

答
　
教
育
部
長
　施
設
管
理

の
考
え
方
は
、
扶
桑
町
個
別

施
設
計
画
に
お
け
る
方
針
に

沿
っ
た
対
応
を
予
定
し
て
い

る
。
各
施
設
か
ら
の
修
繕
等

の
要
望
と
し
て
は
、
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
の
塗
装
等
の
状
況
か

ら
、
お
う
吐
な
ど
し
た
際
に

床
材
が
吸
収
し
て
し
ま
い
衛

生
的
に
課
題
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
が
ひ

び
割
れ
た
り
、
物
を
落
と
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
さ
さ

く
れ
の
よ
う
な
も
の
が
複
数

出
来
て
し
ま
い
、
児
童
が
裸

足
で
過
ご
そ
う
と
思
う
と
ケ

ガ
を
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災害時とは一線を画すものと考える答

クーリングシェルターを避難所に

児童の安心・安全のために改修を検討答

児童クラブ館床の補修は

（高雄放課後児童クラブ館）

（能登半島地震の災害派遣で活動する本町職員）

一般質問 一般質問

が
っ
て
い
る
。
各
施
設
と
も

令
和
元
年
度
の
開
設
で
あ
り
、

大
規
模
な
改
修
は
難
し
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、
児
童
が
安

心
・
安
全
に
過
ご
す
た
め
に

必
要
な
改
修
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。

新政クラブ
せん だ かつふみ

千田勝文　議員
桑政クラブ
おおかわ ら みつお

大河原光雄　議員
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■ 特集　地域防災を考える
■ 令和５年度決算　新型コロナ対策費　大幅減
■ ここが聞きたい ９月定例会一般質問
■ キラリ まち人 紹介

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2P ～ 3P
・・  ４Ｐ～ 5P

・・・・・・  １０Ｐ～２１Ｐ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２２Ｐ

「会議録検索システム」
インターネット配信

１２月定例会の日程（予定）

場所：扶桑町役場２F議場等　時間：午前９時３０分から
（日程は変更になることがあります）

扶桑町役場ホームページで議会会議録を
インターネット配信していますので、ご利用ください。

扶桑町役場
ホームページ

↓

↓
扶桑町議会

扶桑町議会
会議録検索システム

議会だより

〒480-0102　愛知県丹羽郡扶桑町大字高雄字天道330　TEL：0587-92-4130 FAX：0587-92-1381　E-mail:gikai_sc@town.fuso.lg.jp　発行日／令和6年11月1日
発行／扶桑町議会　編集／議会だより編集特別委員会
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第262号
9月定例会

９月８日に行われた「ふそうボランティアまつり」の誠信高校合唱部さんのパフォーマンス

主な内容

お　知　ら　せ

環境保護のため再生紙を使用しています。

キラリ★　まち人紹介

〈扶桑の魅力を広げたい！〉
　もともとは江南市出身ですが、住民活動団体が主体的に
動いている扶桑町に魅力を感じ、移住しました。
 現在は職業看護師として働きながら、よさこいチーム「笑
舞」のメンバーとして、扶桑町を盛り上げられるよう活動して
います。扶桑町制７０周年記念プロモーションムービーの制
作にも携わらせていただき、扶桑町の住民の方とも仲良くさ
せていただいています。
 今回、１０月２０日に開催された「扶桑にぎわい祭り笑みっ
しょん」の運営として関わりました。
　老若男女問わず楽しんでいただけるようなイベントになり
ました。

●9月定例会分は、11月29日に更新を予定しています。

11月29日（金）

12月  5日（木）

12月  6日（金）

12月  9日（月）

12月10日（火）

12月11日（水）

12月18日（水）

開会・提案説明

一般質問

一般質問

議案質疑

福祉教育常任委員会

総務経済常任委員会

委員長報告・討論・採決・閉会

扶桑 笑舞 
高木在住
暮沼 魁さん(31)

環境美化ボランティア
柏森南在住
江口　敏夫さん(81) 

〈きれいな街をめざして〉
　早起きは三文の徳といいますが、日課の中で１～２時間、
きれいな街づくりをめざして除草を続けています。猛暑の日
でも夜明けは気持ちよく、雑草が目立つ道路、公園、駅前
ロータリー等で作業しています。平成１９年に町から感謝状
を頂いたこと、ある講演でボランティアを学んだことが継続
の支えになっています。
 ８１歳になりましたが、自己満足、心身の鍛錬、人助け、新
しい出会いを求めて、今後も健康である限り「頑張ってみよ
う」と思っています。


